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　1月17日、阪神・淡路大震
災から早や10年を迎えた。
当日のメディアは「震災」一色。
愛する家族や友人を失い、

今もその悲しみを背負いながら懸命に生
きている人々の声に心揺さぶられた人も
多かったのでは。 
　多くの人々の犠牲を払い、震災から学
ばなければならない教訓はあまりにも大
きい。なのに、どこか「わたしの身には起
こらない」と高をくくっていたのはわたし
だけだろうか。かけがえのないものを代
償にして身を持って経験しないと、本当
に分からないとするならば愚かなこと…。 
　「備えあれば憂いなし」。突然襲ってく
る自然の猛威の前に万全はありえないが、
被害を最小限に抑える「減災」の手だて
は可能だ。 
　今月号の特集では「地震対策」を取り
上げた。万が一に備え、日ごろから一人
ひとりができる範囲の対策を講じ、教訓
を生かさなければならないことを肝に銘
じておきたい。 
 あ 
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再 確 認 

万
全
で
す
か 

万
全
で
す
か 

へ
の
備
え
は 

長岡市妙見町で起きた土砂崩れ 

確認1地震はいつ起きても 
おかしくない 

　
昨
年
は
国
内
外
で
い
く
つ
か
の
大
災
害
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
日
本
各
地
を
直
撃
し

た
台
風
や
豪
雨
、
１０
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
さ
ら

に
は
１２
月
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
。
こ
れ
ら
の
災
害

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
命
や
住
居
、
働
く
場
が
失
わ

れ
る
な
ど
、
地
域
全
体
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
特
に
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
は
多
く
の
国
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
世
界
史
上
最
悪
と
い
わ
れ
る
２２
万

人
を
超
す
死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
「
災

害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
こ
れ
ら
の
災
害
に
わ
た
し
た

ち
は
改
め
て
そ
の
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
で
、
地
震
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
。

日
本
周
辺
で
発
生
す
る
地
震
は
、
プ
レ
ー
ト
（
地
球

の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
岩
盤
）
の
沈
み
込
み
に
伴
っ

て
発
生
す
る
地
震
と
、
陸
域
の
浅
部
で
発
生
す
る
地

震
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

　
前
者
を
「
プ
レ
ー
ト
境
界
型
（
海
溝
型
）
地
震
」

と
い
い
、
１
０
０
年
か
ら
２
０
０
年
の
間
隔
で
繰
り

返
し
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
後
者

は
「
内
陸
型
地
震
」
と
呼
ば
れ
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に

よ
っ
て
生
じ
た
歪
み
（
断
層
）
が
限
界
に
達
し
た
と

き
に
発
生
し
ま
す
。
過
去
数
十
万
年
以
内
に
繰
り
返

し
動
き
、
将
来
も
動
く
可
能
性
が
高
い
歪
み
を
「
活

断
層
」
と
い
い
、
直
下
型
地
震
の
震
源
に
も
な
り
ま

す
。
今
回
の
新
潟
県
中
越
地
震
や
平
成
７
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
平
成
１２
年
の
鳥
取
県
西
部
地
震
も
活

断
層
の
ず
れ
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
で
し
た
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
設
置
さ
れ
た
国
の
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
で
は
、
全
国
に
約
２
千
と
い

わ
れ
る
活
断
層
の
う
ち
、
主
要
な
断
層
と
プ
レ
ー
ト

境
界
型
地
震
に
つ
い
て
、
そ
の
地
震
発
生
確
率
を
算

出
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
最
も
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
の
が
長

野
県
を
南
北
斜
め
に
走
る
「
糸
魚
川
｜
静
岡
構
造
線

断
層
帯
」
で
、
３０
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
を
１４
％

（
予
想
地
震
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
程
度
）
と

し
て
い
ま
す
。
湖
南
市
に
最
も
近
接
し
て
い
る
琵
琶

湖
西
岸
断
層
帯
は
０
・
０
９
％
〜
９
％
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
も
た
ら
し
た
兵
庫

県
南
部
沖
地
震
の
発
生
確
率
を
発
生
直
前
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
計
算
す
る
と
０
・
４
％
〜
８
％
に
な
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
新
潟
県
中
越
地
震
と
鳥
取
県

西
部
地
震
は
未
知
の
断
層
で
発
生
し
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
数
％
と
い
う
確
率
は
決
し
て
小
さ
い
数
字

で
は
な
く
、
世
界
で
起
き
て
い
る
地
震
活
動
の
１
割

が
集
中
す
る
と
さ
れ
る
日
本
列
島
で
は
、
い
つ
、
ど

こ
で
地
震
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
滋
賀
県
で
は
近
年
、
大
き
な
地
震
は
起
こ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
県
内
に
は
多
く
の
活
断
層
が
存
在

し
、
特
に
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
（
高
島
市
か
ら
大
津

市
に
至
る
５９
㎞
に
及
ぶ
９
つ
の
断
層
）
を
震
源
と
す

る
内
陸
型
地
震
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
近
年
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
東
南
海
地
震

（
愛
知
県
沖
か
ら
紀
伊
半
島
沖
が
震
源
域
）
と
南
海

地
震
（
紀
伊
半
島
沖
か
ら
四
国
沖
が
震
源
域
）
の
２

つ
の
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
は
今
世
紀
前
半
で
発
生

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
、
防
災

対
策
推
進
地
域
の
県
内
２４
市
町
に
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
東
南
海
・
南
海
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、
震

度
５
強
の
地
震
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
、
非

常
持
出
品
の
準
備
や
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
の

確
認
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
準

備
を
し
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
し
て

何
よ
り
大
切
な
の
が
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

構
え
で
す
。 

地震発生確率の高い活断層（平成17年1月1日現在） 

東南海・南海地震の発生率とその規模 

資料：活断層の長期評価の概要（地震調査研究推進本部） 

断層帯名 
地震発生確率 平均活動間隔 

最新活動時期 30年以内 50年以内 100年以内 

（参考）1995年兵庫県南部地震発生直前における確率 
発生地震規模 断層帯名 30年以内の地震発生確率 平均活動間隔 

今後30年以内の 
地震の発生確率 地　震　の　規　模 

都道府県 

都道府県 

（平成17年1月1日現在、地震調査研究推進本部） 

県内の東南海地震・南海地震防災対策推進地域 
（平成15年12月17日、中央防災会議より公表） 

予想地震規模 
（マグニチュード） 

糸魚川－静岡構造線断層帯 
（牛伏寺断層を含む区間） 

8程度 
（71/2～81/2） 14％ 20％ 40％ 

約1000年 

約1200年前 

野島断層 M7.3 0.4％～8％（暫定値） 1800年～3000年（暫定値） 

境峠・神谷断層帯 
（主部） 7.6程度 ほぼ0％～13％ 

60％程度 M8.1前後 

50％程度 M8.4前後 

M8.5前後 

ほぼ0％～20％ ほぼ0％～40％ 
約1800年－5900年 

約4900年前－3世紀 

阿寺断層帯 
（主部北部） 6.9程度 6％～11％ 10％～20％ 20％～30％ 

約1800年－2500年 

約3400年前－3000年前 

三浦半島断層群 
（主部：武山断層帯） 

6.6程度 
もしくはそれ以上 6％～11％ 10％～20％ 20％～30％ 

1600年－1900年程度 

約2300年前－1900年前 

富士川河口断層帯 8程度 
（8±0.5） 0.2％～11％ 0.4％～20％ 1％～30％ 

1500年－1900年 

約2100年前－1000年前 

琵琶湖西岸断層帯 

山形盆地断層帯 

櫛形山脈断層帯 

伊那谷断層帯 
（境界断層） 

石狩低地東縁断層帯 
（主部） 

伊那谷断層帯 
（前縁断層） 

布田川・日奈久断層帯 
（中部） 

新潟県・長野県 
山梨県・静岡県 

長野県 

岐阜県・長野県 

神奈川県 

兵庫県 

静岡県 

滋賀県 

山形県 

新潟県 

長野県 

北海道 

長野県 

熊本県 

7.8程度 

7.8程度 

6.8～7.5程度 

7.7程度 

7.9程度 

7.8程度 

7.6程度 

0.09％～9％ 0.2％～20％ 0.3％～30％ 
約1900年－4500年 

約2800年前－2400年前 

ほぼ0％～7％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

ほぼ0％～7％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

ほぼ0％～7％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

0.05％～6％ 
もしくはそれ以下 

0.09％～10％ 
もしくはそれ以下 

0.2％～20％ 
もしくはそれ以下 

およそ3000年 

約6000年前以後 

3000年－18000年 

約6600年前－300年前程度 

3000年－12000年程度 

約6500年前－約300年前 

ほぼ0％～6％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

ほぼ0％～6％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

4000年－20000年程度 

約28000年前－7500年前 

約3500年－11000年 

約7500年前－2200年前 

約3300年－6300年 

約3300年前－5200年前　　 もしくは 
それ以後 

東南海地震 

南 海 地 震 

彦根市 

土山町 

永源寺町 

愛知川町 

長浜市 

甲賀町 

五個荘町 

豊郷町 

近江八幡市 

安土町 

能登川町 

甲良町 

八日市市 

蒲生町 

愛東町 

多賀町 

野洲町 

日野町 

湖東町 

米原町 

水口町 

竜王町 

秦荘町 

近江町 
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台
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１０
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
さ
ら

に
は
１２
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。
こ
れ
ら
の
災
害

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
命
や
住
居
、
働
く
場
が
失
わ

れ
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受
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ま
し
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史
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。
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、
ど
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で
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い
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と
い

わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
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ら
の
災
害
に
わ
た
し
た

ち
は
改
め
て
そ
の
こ
と
を
痛
感
さ
せ
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れ
ま
し
た
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と
こ
ろ
で
、
地
震
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
。

日
本
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で
発
生
す
る
地
震
は
、
プ
レ
ー
ト
（
地
球

の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
岩
盤
）
の
沈
み
込
み
に
伴
っ

て
発
生
す
る
地
震
と
、
陸
域
の
浅
部
で
発
生
す
る
地

震
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

　
前
者
を
「
プ
レ
ー
ト
境
界
型
（
海
溝
型
）
地
震
」

と
い
い
、
１
０
０
年
か
ら
２
０
０
年
の
間
隔
で
繰
り

返
し
発
生
す
る
と
い
わ
れ
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ま
す
。
一
方
、
後
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は
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内
陸
型
地
震
」
と
呼
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れ
、
プ
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ト
運
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に

よ
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て
生
じ
た
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み
（
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が
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に
達
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と

き
に
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し
ま
す
。
過
去
数
十
万
年
以
内
に
繰
り
返

し
動
き
、
将
来
も
動
く
可
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性
が
高
い
歪
み
を
「
活

断
層
」
と
い
い
、
直
下
型
地
震
の
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に
も
な
り
ま

す
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新
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中
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地
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や
平
成
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年
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淡
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大
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、
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成
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年
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県
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部
地
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も
活
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の
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に
よ
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も
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で
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
設
置
さ
れ
た
国
の
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
で
は
、
全
国
に
約
２
千
と
い

わ
れ
る
活
断
層
の
う
ち
、
主
要
な
断
層
と
プ
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ト

境
界
型
地
震
に
つ
い
て
、
そ
の
地
震
発
生
確
率
を
算

出
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
最
も
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
の
が
長

野
県
を
南
北
斜
め
に
走
る
「
糸
魚
川
｜
静
岡
構
造
線

断
層
帯
」
で
、
３０
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
を
１４
％

（
予
想
地
震
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
程
度
）
と

し
て
い
ま
す
。
湖
南
市
に
最
も
近
接
し
て
い
る
琵
琶

湖
西
岸
断
層
帯
は
０
・
０
９
％
〜
９
％
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
も
た
ら
し
た
兵
庫

県
南
部
沖
地
震
の
発
生
確
率
を
発
生
直
前
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
計
算
す
る
と
０
・
４
％
〜
８
％
に
な
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
新
潟
県
中
越
地
震
と
鳥
取
県

西
部
地
震
は
未
知
の
断
層
で
発
生
し
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
数
％
と
い
う
確
率
は
決
し
て
小
さ
い
数
字

で
は
な
く
、
世
界
で
起
き
て
い
る
地
震
活
動
の
１
割

が
集
中
す
る
と
さ
れ
る
日
本
列
島
で
は
、
い
つ
、
ど

こ
で
地
震
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
滋
賀
県
で
は
近
年
、
大
き
な
地
震
は
起
こ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
県
内
に
は
多
く
の
活
断
層
が
存
在

し
、
特
に
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
（
高
島
市
か
ら
大
津

市
に
至
る
５９
㎞
に
及
ぶ
９
つ
の
断
層
）
を
震
源
と
す

る
内
陸
型
地
震
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
近
年
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
東
南
海
地
震

（
愛
知
県
沖
か
ら
紀
伊
半
島
沖
が
震
源
域
）
と
南
海

地
震
（
紀
伊
半
島
沖
か
ら
四
国
沖
が
震
源
域
）
の
２

つ
の
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
は
今
世
紀
前
半
で
発
生

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
、
防
災

対
策
推
進
地
域
の
県
内
２４
市
町
に
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
東
南
海
・
南
海
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、
震

度
５
強
の
地
震
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
、
非

常
持
出
品
の
準
備
や
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
の

確
認
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
準

備
を
し
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
し
て

何
よ
り
大
切
な
の
が
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

構
え
で
す
。 

地震発生確率の高い活断層（平成17年1月1日現在） 

東南海・南海地震の発生率とその規模 

資料：活断層の長期評価の概要（地震調査研究推進本部） 

断層帯名 
地震発生確率 平均活動間隔 

最新活動時期 30年以内 50年以内 100年以内 

（参考）1995年兵庫県南部地震発生直前における確率 
発生地震規模 断層帯名 30年以内の地震発生確率 平均活動間隔 

今後30年以内の 
地震の発生確率 地　震　の　規　模 

都道府県 

都道府県 

（平成17年1月1日現在、地震調査研究推進本部） 

県内の東南海地震・南海地震防災対策推進地域 
（平成15年12月17日、中央防災会議より公表） 

予想地震規模 
（マグニチュード） 

糸魚川－静岡構造線断層帯 
（牛伏寺断層を含む区間） 

8程度 
（71/2～81/2） 14％ 20％ 40％ 

約1000年 

約1200年前 

野島断層 M7.3 0.4％～8％（暫定値） 1800年～3000年（暫定値） 

境峠・神谷断層帯 
（主部） 7.6程度 ほぼ0％～13％ 

60％程度 M8.1前後 

50％程度 M8.4前後 

M8.5前後 

ほぼ0％～20％ ほぼ0％～40％ 
約1800年－5900年 

約4900年前－3世紀 

阿寺断層帯 
（主部北部） 6.9程度 6％～11％ 10％～20％ 20％～30％ 

約1800年－2500年 

約3400年前－3000年前 

三浦半島断層群 
（主部：武山断層帯） 

6.6程度 
もしくはそれ以上 6％～11％ 10％～20％ 20％～30％ 

1600年－1900年程度 

約2300年前－1900年前 

富士川河口断層帯 8程度 
（8±0.5） 0.2％～11％ 0.4％～20％ 1％～30％ 

1500年－1900年 

約2100年前－1000年前 

琵琶湖西岸断層帯 

山形盆地断層帯 

櫛形山脈断層帯 

伊那谷断層帯 
（境界断層） 

石狩低地東縁断層帯 
（主部） 

伊那谷断層帯 
（前縁断層） 

布田川・日奈久断層帯 
（中部） 

新潟県・長野県 
山梨県・静岡県 

長野県 

岐阜県・長野県 

神奈川県 

兵庫県 

静岡県 

滋賀県 

山形県 

新潟県 

長野県 

北海道 

長野県 

熊本県 

7.8程度 

7.8程度 

6.8～7.5程度 

7.7程度 

7.9程度 

7.8程度 

7.6程度 

0.09％～9％ 0.2％～20％ 0.3％～30％ 
約1900年－4500年 

約2800年前－2400年前 

ほぼ0％～7％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

ほぼ0％～7％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

ほぼ0％～7％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

0.05％～6％ 
もしくはそれ以下 

0.09％～10％ 
もしくはそれ以下 

0.2％～20％ 
もしくはそれ以下 

およそ3000年 

約6000年前以後 

3000年－18000年 

約6600年前－300年前程度 

3000年－12000年程度 

約6500年前－約300年前 

ほぼ0％～6％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

ほぼ0％～6％ ほぼ0％～10％ ほぼ0％～20％ 

4000年－20000年程度 

約28000年前－7500年前 

約3500年－11000年 

約7500年前－2200年前 

約3300年－6300年 

約3300年前－5200年前　　 もしくは 
それ以後 

東南海地震 

南 海 地 震 

彦根市 

土山町 

永源寺町 

愛知川町 

長浜市 

甲賀町 

五個荘町 

豊郷町 

近江八幡市 

安土町 

能登川町 

甲良町 

八日市市 

蒲生町 

愛東町 

多賀町 

野洲町 

日野町 

湖東町 

米原町 

水口町 

竜王町 

秦荘町 

近江町 
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確認3

い
ざ
と
い
う
と
き
は 

あ
わ
て
ず
に
行
動 
確認2

も
し
も
の
と
き
の
避
難
所 

　
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
は
あ
わ

て
ず
落
ち
つ
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
に
は
普
段
の
心
構
え
と
準
備

が
大
切
で
す
。 

     

　
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身
を
隠

し
、
家
具
な
ど
倒
れ
や
す
い
も
の

は
転
倒
防
止
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

    

　
使
用
中
の
火
は
み
ん
な
で
声
を

か
け
合
い
、
確
実
に
消
し
ま
し
ょ

う
。
ガ
ス
の
元
栓
、
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
も
落
ち
つ
い
て
処
理
し
ま
し

ょ
う
。 

　
避
難
口
を
確
保
す
る
た
め
、
出

口
は
必
ず
開
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
中
高
層
住

宅
で
は
重
要
で
す
。
確
実
に
行
い

ま
し
ょ
う
。 

           

　
消
火
器
の
備
え
や
チ
ェ
ッ
ク
は

も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
消
火
訓

練
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

    

　
思
わ
ず
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出

し
が
ち
で
す
が
、
け
が
の
も
と
で

す
。
こ
ん
な
と
き
こ
そ
落
ち
つ
い

て
冷
静
な
判
断
の
も
と
に
行
動
し

ま
し
ょ
う
。 

    

　
携
帯
ラ
ジ
オ
を
備
え
て
お
き
、

デ
マ
や
噂
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
、

常
に
正
し
い
情
報
の
も
と
に
行
動

し
ま
し
ょ
う
。 

              

　
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
、
け
が
人
な
ど
に
声
を
か
け
、

み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

初
期
消
火
な
ど
も
み
ん
な
が
協
力

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
は
身
の
安
全
を
確

保
し
ま
し
ょ
う 

火
の
始
末
は
素
早
く
確

実
に
行
い
ま
し
ょ
う 

戸
を
開
け
て
出
口
を
確

保
し
ま
し
ょ
う 

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出

さ
な
い 

避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物

は
最
小
限
の
も
の
に
！ 

避
難
時
は
み
ん
な
で
助

け
合
い
ま
し
ょ
う 

塀
ぎ
わ
、
崖
、
川
、
狭

い
路
地
な
ど
に
は
近
づ

か
な
い 

正
し
い
情
報
の
も
と
に

慎
重
に
落
ち
つ
い
て
行

動
し
ま
し
ょ
う 

山
崩
れ
、
崖
崩
れ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う 

火
が
出
た
ら
す
ぐ
に
消

火
し
ま
し
ょ
う 

　
落
ち
着
い
て
迅
速
な
避
難
を
す
る
た
め
に
は
、
避
難
所
や
避
難
経
路
、
連
絡
手
段
に
つ
い
て
家
族

で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
避
難
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

【市内の防災拠点・地区連絡所・避難収容施設一覧】 
◎の施設は防災拠点、●の施設は地区連絡所の機能をそれぞれ兼ね備えています。 

化繊より 
木綿製品を 
着用 

長袖、 
長ズボンで 

軍手を着用 

底の厚い、 
履き慣れた靴 

ヘルメットや 
防災ずきんで 
頭を保護 

非常持出品は 
　リュック 
　サックで 

缶詰、乾パン、ビスケット、飲料水、
チョコレートなど 

非常食品 
現金、通帳、印鑑、保険証、 
免許証など 

貴重品 

FM付がよい、 
予備電池など 

携帯ラジオ 

懐中電灯、予備電池、ろうそく、 
ライター、マッチなど 

照明器具 

下着、セーター、トレーナー、 
ジャンパー、軍手、雨がっぱなど 

衣　類 

缶切り、栓抜き、ナイフ、割り箸、 
ロープ、ビニールシートなど 

道具類 

消毒液、傷薬、目薬、胃腸薬、 
鎮痛解熱剤、生理用品、包帯、 
ばんそうこう、石けんなど 

救急・衛生用品 

非常持出品を用意しておきましょう！

   

　
危
険
の
あ
る
地
域
で
は
早
め
に

避
難
し
、
救
助
員
の
指
示
に
従
っ

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

    

　
非
常
持
出
品
は
、
日
ご
ろ
か
ら

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
一
つ
に

ま
と
め
て
お
き
、
避
難
時
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
自
動
車
は
使
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

              

　
避
難
時
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
門

柱
・
自
動
販
売
機
な
ど
倒
れ
や
す

い
も
の
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。 

三雲東小学校、●三雲公民館、三雲会館、
三雲教育集会所 

岩根小学校、甲西北中学校、●岩根公民館、
岩根会館 

水戸小学校、日枝中学校、●市民学習交流
センター（サンヒルズ甲西）本館、市民学
習交流センター（サンヒルズ甲西）別館 

下田小学校、●下田公民館 

◎湖南市役所（東庁舎） 

施　　設　　名　 

◎●石部防災センター 

三雲小学校、甲西中学校、中央公民館、 
●柑子袋公民館、夏見会館、柑子袋会館、
社会福祉センター、勤労青少年ホーム、 
総合体育館 

菩提寺小学校、菩提寺北小学校、●菩提寺
公民館 

石部コミュニティセンター、石部小学校、
石部保健センター、石部文化総合センター、
石部公民館、石部老人福祉センター、石部
軽運動場、石部保育園、松籟会館、石部幼
稚園 

雨山体育館、雨山第二体育館、雨山研修館
宿場の里、石部中学校、石部南幼稚園、石
部南小学校、阿星保育園、石部南公民館、
じゅらくの里（福祉パーク館）、阿星青少
年研修館 

三雲東小学校区（三雲区、妙感寺区） 

岩根小学校区（朝国区、岩根東口区、岩
根東区、岩根西区、岩根花園区、正福寺
区） 

水戸小学校区（湖南団地北区、湖南団地
中区、湖南団地南区） 

下田小学校区（下田東区、下田西区、下
田南区、下田北区、中山区、緑ヶ丘区、
大谷区、松風苑桐山団地自治会連合会区） 

市内全域 

地　　　　区 

石部小学校区、石部南小学校区 

三雲小学校区（吉永区、夏見区、針区、
ルモン甲西区、中央区、平松区、柑子袋
区） 

菩提寺・菩提寺北小学校区（北山台区、
菩提寺区、みどりの村区、三上台区、イ
ワタニランド区、近江台区、ハイウェイ
サイドタウン区） 

石部小学校区（石部東区、石部中央区、
石部西区、岡出区） 

石部南小学校区（宮の森区、宝来坂区、
石部南区、東寺区、西寺・丸山区） 
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、
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ど
に
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け
、
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ょ
う 

山
崩
れ
、
崖
崩
れ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う 

火
が
出
た
ら
す
ぐ
に
消

火
し
ま
し
ょ
う 

　
落
ち
着
い
て
迅
速
な
避
難
を
す
る
た
め
に
は
、
避
難
所
や
避
難
経
路
、
連
絡
手
段
に
つ
い
て
家
族

で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
避
難
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

【市内の防災拠点・地区連絡所・避難収容施設一覧】 
◎の施設は防災拠点、●の施設は地区連絡所の機能をそれぞれ兼ね備えています。 

化繊より 
木綿製品を 
着用 

長袖、 
長ズボンで 

軍手を着用 

底の厚い、 
履き慣れた靴 

ヘルメットや 
防災ずきんで 
頭を保護 

非常持出品は 
　リュック 
　サックで 

缶詰、乾パン、ビスケット、飲料水、
チョコレートなど 

非常食品 
現金、通帳、印鑑、保険証、 
免許証など 

貴重品 

FM付がよい、 
予備電池など 

携帯ラジオ 

懐中電灯、予備電池、ろうそく、 
ライター、マッチなど 

照明器具 

下着、セーター、トレーナー、 
ジャンパー、軍手、雨がっぱなど 

衣　類 

缶切り、栓抜き、ナイフ、割り箸、 
ロープ、ビニールシートなど 

道具類 

消毒液、傷薬、目薬、胃腸薬、 
鎮痛解熱剤、生理用品、包帯、 
ばんそうこう、石けんなど 

救急・衛生用品 

非常持出品を用意しておきましょう！
   

　
危
険
の
あ
る
地
域
で
は
早
め
に

避
難
し
、
救
助
員
の
指
示
に
従
っ

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

    

　
非
常
持
出
品
は
、
日
ご
ろ
か
ら

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
一
つ
に

ま
と
め
て
お
き
、
避
難
時
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
自
動
車
は
使
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

              

　
避
難
時
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
門

柱
・
自
動
販
売
機
な
ど
倒
れ
や
す

い
も
の
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。 

三雲東小学校、●三雲公民館、三雲会館、
三雲教育集会所 

岩根小学校、甲西北中学校、●岩根公民館、
岩根会館 

水戸小学校、日枝中学校、●市民学習交流
センター（サンヒルズ甲西）本館、市民学
習交流センター（サンヒルズ甲西）別館 

下田小学校、●下田公民館 

◎湖南市役所（東庁舎） 

施　　設　　名　 

◎●石部防災センター 

三雲小学校、甲西中学校、中央公民館、 
●柑子袋公民館、夏見会館、柑子袋会館、
社会福祉センター、勤労青少年ホーム、 
総合体育館 

菩提寺小学校、菩提寺北小学校、●菩提寺
公民館 

石部コミュニティセンター、石部小学校、
石部保健センター、石部文化総合センター、
石部公民館、石部老人福祉センター、石部
軽運動場、石部保育園、松籟会館、石部幼
稚園 

雨山体育館、雨山第二体育館、雨山研修館
宿場の里、石部中学校、石部南幼稚園、石
部南小学校、阿星保育園、石部南公民館、
じゅらくの里（福祉パーク館）、阿星青少
年研修館 

三雲東小学校区（三雲区、妙感寺区） 

岩根小学校区（朝国区、岩根東口区、岩
根東区、岩根西区、岩根花園区、正福寺
区） 

水戸小学校区（湖南団地北区、湖南団地
中区、湖南団地南区） 

下田小学校区（下田東区、下田西区、下
田南区、下田北区、中山区、緑ヶ丘区、
大谷区、松風苑桐山団地自治会連合会区） 

市内全域 

地　　　　区 

石部小学校区、石部南小学校区 

三雲小学校区（吉永区、夏見区、針区、
ルモン甲西区、中央区、平松区、柑子袋
区） 

菩提寺・菩提寺北小学校区（北山台区、
菩提寺区、みどりの村区、三上台区、イ
ワタニランド区、近江台区、ハイウェイ
サイドタウン区） 

石部小学校区（石部東区、石部中央区、
石部西区、岡出区） 

石部南小学校区（宮の森区、宝来坂区、
石部南区、東寺区、西寺・丸山区） 
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平
成
17
年
の
新
春
を
飾
る
湖
南

市
消
防
出
初
式
が
１
月
９
日
、
消

防
団
、
第
２
消
防
署
な
ら
び
に
ふ

る
さ
と
防
災
チ
ー
ム
と
多
数
の
来

賓
を
迎
え
て
、
甲
西
文
化
ホ
ー
ル

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

退
団
者
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
ま

た
、
消
防
団
活
動
に
お
い
て
輝
か

し
い
功
績
の
あ
っ
た
団
員
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
退
団
者
と

表
彰
を
受
け
た
団
員
の
皆
さ
ん
は

そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）
。

﹇
滋
賀
県
消
防
協
会
長
感
謝
状（
退
職
者
）﹈

○
15
〜
30
年
勤
続
感
謝
状

元
団
員　
　

中　

島　

英　

男

元
団
員　
　

重　

清　

正　

次

○
５
〜
15
年
勤
続
感
謝
状

元
分
団
長　
　

谷　

口　

治　

義

元
副
分
団
長　
　

植　

西　

正　

也

元
部
長　
　

植　

西　

正　

昭

元
部
長　
　

谷　
　
　

勝　

彦

元
班
長　
　

寺　

嶋　

秀　

充

元
班
長　
　

山　

中　
　
　

明

元
班
長　
　

坂　

尾　

昭　

夫

元
班
長　
　

谷　

口　
　
　

学

元
班
長　
　

加　

藤　

良　

次

元
班
長　
　

上　

西　

孝　

則

元
団
員　
　

林　
　
　

洋　

司

元
団
員　
　

澤　

田　

吉　

宏

元
団
員　
　

山　

川　

智　

司

元
団
員　
　

望　

月　

辰　

也

元
団
員　
　

鵜　

飼　

芳　

和

元
団
員　
　

伊
地
知　

昭　

嗣

元
団
員　
　

伊
地
智　
　
　

恭

元
団
員　
　

井　

上　
　
　

洋

﹇
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
﹈

○
功
績
章

副
団
長　
　

青　

木　

次　

郎

○
精
績
章

副
団
長　
　

坂　

田　

庄　

司

○
勤
続
章

副
団
長　
　

青　

木　

次　

郎

﹇
滋
賀
県
知
事
表
彰
﹈

○
永
年
勤
続
功
労
章

団　

員　
　

三　

吉　

隆　

男

○
勤
続
功
労
章

団　

員　
　

井　

上　

俊　

也

　

〃　
　
　

竹　

内　

範　

行

﹇
滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰
﹈

○
功
績
章

団　

員　
　

井　

上　

俊　

也

　

〃　
　
　

竹　

内　

範　

行

○
勤
功
章

部　

長　
　

伴　
　
　

喜
代
和

　

〃　
　
　

高　

田　

幸　

男

班　

長　
　

伴　
　
　

克　

彦

　

〃　
　
　

伊　

藤　

浩　

一

　

〃　
　
　

神　

守　

義　

裕

○
30
年
勤
続
表
彰

分
団
長　
　

山　

本　

直　

治

○
20
年
勤
続
表
彰

団　

員　
　

井　

上　

俊　

也

　

〃　
　
　

竹　

内　

範　

行

○
10
年
勤
続
表
彰

部　

長　
　

北　

村　

清　

信

班　

長　
　

村　

田　

史　

朗

　

〃　
　
　

藤　

谷　
　
　

明

団　

員　
　

奥　

村　

良　

道

　

〃　
　
　

福　

山　

康　

志

　

〃　
　
　

立　

入　

寛　

己

　

〃　
　
　

吉　

田　

安　

雄

　

〃　
　
　

園　
　
　

武　

司

　

〃　
　
　

谷　

口　

克　

也

　

〃　
　
　

荻　

原　

朝　

之

　

〃　
　
　

北　

村　

栄　

一

　

〃　
　
　

井　

上　
　
　

隆

団　

員　
　

大　

嶋　

秀　

徳

○
精
励
章
（
銀
章
）

団　

員　
　

西　

岡　

広　

和

　

〃　
　
　

中　

井　

孝　

至

○
精
励
章
（
銅
章
）

班　

長　
　

喜　

多　

英　

智

団　

員　
　

奥　

村　

藤　

二

　

〃　
　
　

山　

本　

茂　

雄

　

〃　
　
　

今　

村　

典　

生

　

〃　
　
　

宮　

島　

文　

博

　

〃　
　
　

西　

岡　

裕　

洋

　

〃　
　
　

高　

畑　

勝　

之

　

〃　
　
　

谷　

口　

眞　

臣

　

〃　
　
　

米　

津　

知　

揮

　

〃　
　
　

青　

木　
　
　

明

　

〃　
　
　

鈴　

木　

恭　

弘

　

〃　
　
　

藤　

岡　

政　

則

　

〃　
　
　

谷　
　
　

明　

彦

　

〃　
　
　

細　

本　
　
　

智

　

〃　
　
　

花　

田　

太　

郎

　

〃　
　
　

紀　

平　

正　

人

　

〃　
　
　

北　

村　

則　

彦

　

〃　
　
　

山　

元　

博　

之

　

〃　
　
　

北　

村　

茂　

樹

﹇
滋
賀
県
消
防
協
会
甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰
﹈

○
功
績
章

部　

長　
　

伴　
　
　

喜
代
和

　

〃　
　
　

高　

田　

幸　

男

班　

長　
　

伴　
　
　

克　

彦

団　

員　
　

安　

田　

正　

美

○
５
年
勤
続
表
彰

班　

長　
　

喜　

多　

英　

智

団　

員　
　

山　

村　
　
　

潤

　

〃　
　
　

野　

村　

光　

史

　

〃　
　
　

井　

上　

真　

司

　

〃　
　
　

今　

村　

典　

生

団　

員　
　

菅　

沼　
　
　

九

　

〃　
　
　

北　

島　

輝　

人

　

〃　
　
　

西　

岡　

裕　

洋

　

〃　
　
　

高　

畑　

勝　

之

　

〃　
　
　

谷　

口　

眞　

臣

　

〃　
　
　

梅　

中　

幸　

治

　

〃　
　
　

青　

木　

伊
知
郎

　

〃　
　
　

谷　
　
　

明　

彦

　

〃　
　
　

西　

谷　
　
　

健

　

〃　
　
　

上　

西　

由　

輝

　

〃　
　
　

花　

田　

太　

郎

　

〃　
　
　

喜　

多　
　
　

彰

　

〃　
　
　

北　

村　

則　

彦

　

〃　
　
　

西　

岡　

広　

和

﹇
団
長
表
彰
﹈

○
３
年
勤
続
表
彰

　

団　

員　
　

奥　

村　

藤　

二

　

〃　
　
　

野　

村　

孝　

広

　

〃　
　
　

早　

川　
　
　

誠

　

〃　
　
　

三　

本　

松　

亮

　

〃　
　
　

中　

村　

八　

郎

　

〃　
　
　

小　

林　
　
　

忠

　

〃　
　
　

宮　

島　

賢　

二

　

〃　
　
　

吉　

嶋　

竜　

次

　

〃　
　
　

橋　

本　

俊　

弘

　

〃　
　
　

芦　

田　
　
　

忍

　

〃　
　
　

澤　

田　

功　

喜

　

〃　
　
　

橋　

本　
　
　

淳

　

〃　
　
　

武　

田　

正　

大

　

〃　
　
　

鈴　

木　
　
　

勤

　

〃　
　
　

谷　

口　

義　

治

　

〃　
　
　

喜　

多　
　
　

朗

　

〃　
　
　

上　

西　

豊　

臣

　

〃　
　
　

北　

村　

宏　

一

　

〃　
　
　

北　

村　

茂　

樹

　

〃　
　
　

山　

元　

昭　

司

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
！

平
成
17
年
湖
南
市
消
防
出
初
式

草
津
社
会
保
険
事
務
所 

国
民
年
金
保
険
料
の
半

額
免
除
の
承
認
を
受
け

た
人
へ 

　
半
額
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
半
額
免
除
の
承
認

を
受
け
た
人
に
は
、
残
り
半
分
の

保
険
料
（
月
額
６
、
６
５
０
円
）

を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

○
半
額
分
の
保
険
料
を
納
め
な
い

と
… 

　
未
納
扱
い
と
な
り
、
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
受
給

資
格
期
間
）
に
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
は
も

と
よ
り
、
け
が
や
病
気
で
万
一
の

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
い
つ
ま
で
に
納
付
す
れ
ば
… 

　
通
常
の
保
険
料
と
同
じ
く
翌
月

末
が
納
付
期
限
で
す
。
ま
た
、
納

付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、

時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。 

　
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
は

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

■
草
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課 

　
　
　
　
０
７
７（
５６７
）２
２
２
０ 

     

　
平
成
１６
年
分
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
は
、
確
定
申
告
を
行
う

際
、
添
付
書
類
と
し
て
必
要
に
な

り
ま
す
。 

　
紛
失
や
未
着
の
場
合
は
、
年
金

証
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、

社
会
保
険
事
務
所
で
再
交
付
の
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

     

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
さ
ら

に
多
く
の
人
に
年
金
相
談
を
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
、
平
日
の
夜
間
、

土
曜
日
、
日
曜
日
に
年
金
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

　
ご
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
（
受

給
者
の
人
は
年
金
証
書
）
、
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
年
金
手
帳
な
ど
が
な
い

場
合
は
身
分
証
明
書
、
本
人
が
来

ら
れ
な
い
場
合
は
委
任
状
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 

●
平
日
時
間
延
長
実
施
日（
午
後

７
時
ま
で
） 

　
２
月
７
日（
月
）・
１４
日（
月
）・
２１

日（
月
）、３
月
７
日（
月
）・
１４
日（
月
） 

・
２２
日（
火
）・
２８
日（
月
） 

●
土
・
日
開
庁
実
施
日（
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
４
時
） 

　
２
月
１９
日（
土
）・
２０
日（
日
）、３

月
１２
日（
土
）・
１３
日（
日
） 

■
相
談
実
施
場
所 

草
津
社
会
保
険
事
務
所
年
金
給

付
課
（
草
津
市
西
渋
川
１
―

１６

―

３５
） 

　
　
　
０
７
７（
５６７
）１
３
１
１ 

年
金
相
談
の
時
間
を
延

長
し
ま
す 

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
は
届
き
ま
し
た
か 

国
民
年
金
か
ら
の 

お 

知 

ら 

せ 

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
海
外
渡
航
中

に
病
気
や
け
が
で
治
療
を
受
け
た

と
き
に
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
た
だ
し
、

療
養
を
目
的
と
し
た
渡
航
の
療
養

費
や
、
日
本
国
内
で
保
険
適
用
と

な
っ
て
い
な
い
医
療
行
為
は
給
付

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

①
受
診
し
た
海
外
の
医
療
機
関
で
、

か
か
っ
た
金
額
の
全
額
を
支
払

い
ま
す
。 

②
そ
の
医
療
機
関
で
、
治
療
内
容

や
、
か
か
っ
た
医
療
費
な
ど
の

証
明
書
を
も
ら
い
ま
す
（
診
療

内
容
明
細
書
、
領
収
明
細
書
な

ど
の
書
類
）
。 

③
帰
国
後
、
国
保
窓
口
に
て
申
請

し
ま
す
（
右
記
書
類
と
療
養
費

申
請
書
を
提
出
）
。 

※
申
請
書
は
左
記
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
出
国
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

市
民
課
国
保
担
当 

　
　
　
　
　
　
　（
７１
）２
３
２
４ 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

海
外
療
養
費
制
度 

■場　所 
　滋賀県立長寿社会福祉センター 
■内　容 
○講演「トイレからみたまちとユニバーサルデザイン」 
　〈講師〉白子暁子さん（白子建築設計事務所デザイン室長） 
○ワークショップ（事前申し込みによるグループ
別体験メニュー） 

■申し込み・問い合わせ先 
　滋賀県健康福祉政策課 
　　077－528－3519　　077－528－4850

みんなで取り組む
��ユニバーサルデザインの
       まちづくり

みんなで取り組む
��ユニバーサルデザインの
       まちづくり　だれもが暮らしやすい
住まいやまちについて、
みんなで考え、体験する
フォーラムです。 

参加費 
無　料 

2月17日（木） 
午後2時～4時30分 
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草
津
社
会
保
険
事
務
所 

国
民
年
金
保
険
料
の
半

額
免
除
の
承
認
を
受
け

た
人
へ 

　
半
額
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
半
額
免
除
の
承
認

を
受
け
た
人
に
は
、
残
り
半
分
の

保
険
料
（
月
額
６
、
６
５
０
円
）

を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

○
半
額
分
の
保
険
料
を
納
め
な
い

と
… 

　
未
納
扱
い
と
な
り
、
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
受
給

資
格
期
間
）
に
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
は
も

と
よ
り
、
け
が
や
病
気
で
万
一
の

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
い
つ
ま
で
に
納
付
す
れ
ば
… 

　
通
常
の
保
険
料
と
同
じ
く
翌
月

末
が
納
付
期
限
で
す
。
ま
た
、
納

付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、

時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。 

　
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
は

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

■
草
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課 

　
　
　
　
０
７
７（
５６７
）２
２
２
０ 

     

　
平
成
１６
年
分
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
は
、
確
定
申
告
を
行
う

際
、
添
付
書
類
と
し
て
必
要
に
な

り
ま
す
。 

　
紛
失
や
未
着
の
場
合
は
、
年
金

証
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、

社
会
保
険
事
務
所
で
再
交
付
の
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

     

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
さ
ら

に
多
く
の
人
に
年
金
相
談
を
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
、
平
日
の
夜
間
、

土
曜
日
、
日
曜
日
に
年
金
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

　
ご
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
（
受

給
者
の
人
は
年
金
証
書
）
、
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
年
金
手
帳
な
ど
が
な
い

場
合
は
身
分
証
明
書
、
本
人
が
来

ら
れ
な
い
場
合
は
委
任
状
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 

●
平
日
時
間
延
長
実
施
日（
午
後

７
時
ま
で
） 

　
２
月
７
日（
月
）・
１４
日（
月
）・
２１

日（
月
）、３
月
７
日（
月
）・
１４
日（
月
） 

・
２２
日（
火
）・
２８
日（
月
） 

●
土
・
日
開
庁
実
施
日（
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
４
時
） 

　
２
月
１９
日（
土
）・
２０
日（
日
）、３

月
１２
日（
土
）・
１３
日（
日
） 

■
相
談
実
施
場
所 

草
津
社
会
保
険
事
務
所
年
金
給

付
課
（
草
津
市
西
渋
川
１
―

１６

―

３５
） 

　
　
　
０
７
７（
５６７
）１
３
１
１ 

年
金
相
談
の
時
間
を
延

長
し
ま
す 

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
は
届
き
ま
し
た
か 

国
民
年
金
か
ら
の 

お 

知 

ら 

せ 

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
海
外
渡
航
中

に
病
気
や
け
が
で
治
療
を
受
け
た

と
き
に
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
た
だ
し
、

療
養
を
目
的
と
し
た
渡
航
の
療
養

費
や
、
日
本
国
内
で
保
険
適
用
と

な
っ
て
い
な
い
医
療
行
為
は
給
付

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

①
受
診
し
た
海
外
の
医
療
機
関
で
、

か
か
っ
た
金
額
の
全
額
を
支
払

い
ま
す
。 

②
そ
の
医
療
機
関
で
、
治
療
内
容

や
、
か
か
っ
た
医
療
費
な
ど
の

証
明
書
を
も
ら
い
ま
す
（
診
療

内
容
明
細
書
、
領
収
明
細
書
な

ど
の
書
類
）
。 

③
帰
国
後
、
国
保
窓
口
に
て
申
請

し
ま
す
（
右
記
書
類
と
療
養
費

申
請
書
を
提
出
）
。 

※
申
請
書
は
左
記
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
出
国
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

市
民
課
国
保
担
当 

　
　
　
　
　
　
　（
７１
）２
３
２
４ 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

海
外
療
養
費
制
度 

■場　所 
　滋賀県立長寿社会福祉センター 
■内　容 
○講演「トイレからみたまちとユニバーサルデザイン」 
　〈講師〉白子暁子さん（白子建築設計事務所デザイン室長） 
○ワークショップ（事前申し込みによるグループ
別体験メニュー） 

■申し込み・問い合わせ先 
　滋賀県健康福祉政策課 
　　077－528－3519　　077－528－4850

みんなで取り組む
��ユニバーサルデザインの
       まちづくり

みんなで取り組む
��ユニバーサルデザインの
       まちづくり　だれもが暮らしやすい
住まいやまちについて、
みんなで考え、体験する
フォーラムです。 

参加費 
無　料 

2月17日（木） 
午後2時～4時30分 
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①
給
与
所
得
者
で
収
入
が
２
千
万

円
を
超
え
る
人 

②
年
末
調
整
を
受
け
た
給
与
所
得
・

退
職
所
得
以
外
に
株
式
配
当
金
、

地
代
、
家
賃
収
入
、
農
業
所
得

な
ど
が
あ
っ
た
人
で
、
給
与
所

得
以
外
の
所
得
の
合
計
が
… 

◆
２０
万
円
を
超
え
る
場
合
↓
確

定
申
告 

◆
２０
万
円
以
下
の
場
合
↓
住
民

税
の
申
告 

③
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人 

④
年
の
途
中
で
退
職
や
転
職
を
し
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人 

⑤
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
日
雇
い
な
ど

で
働
い
て
い
た
人 

⑥
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
譲
渡

（
土
地
・
家
屋
の
売
却
代
な
ど
）
、

雑
所
得
（
年
金
、
恩
給
な
ど
）

な
ど
が
あ
っ
た
人 

⑦
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
、
各
種
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
人 

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票 

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票 

・
各
種
支
払
調
書
（
不
動
産
・
利

子
・
配
当
な
ど
） 

・
そ
の
ほ
か
収
入
や
経
費
の
分
か

る
も
の 

・
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た

確
定
申
告
書
の
書
類
一
式 

・
印
鑑 

・
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号
（
本
人

名
義
の
も
の
） 

 

前
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
書
（
合
計
が
お
お
む
ね
１０

万
円
超
） 

※
支
払
っ
た
金
額
の
合
計
を
患

者
・
病
院
ご
と
に
集
計
し
、
保

険
給
付
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
あ
れ
ば
、
必
ず
事
前
に

計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

●2月16日（水）から、平成16年分の所得税の確定申告と平成17年度分の住民税の申告が
始まります。 

●毎年、申告期限が近づいてくると、税務署はもちろん、市役所の申告相談会場も大変混
雑します。できるだけ自分で申告書を作成し、税務署や市役所へ提出してください。 
●申告が必要な人は、提出する添付書類や提示する書類をあらかじめチェックしておいて
ください。 

準備はお済みですか？ 

2月16日（水）～3月15日（火） 
 申告は正しくお早めに！ 

所得税の 
確定申告が必要な人 
所得税の 
確定申告が必要な人 

申告に必要な書類など 
〈一般的なもの〉 

 

申告に必要な書類など 
〈一般的なもの〉 

 

申告に必要な書類など 
〈還付申告する場合〉 

 

申告に必要な書類など 
〈還付申告する場合〉 

 

＜医療費控除額の計算方法＞ 
医
療
費
控
除 

① － =
支払った 
医療費の 
総額 

負担した 
医療費 

保険金などで 
補てんされる 
金額 

② =
１０万円または所得金額の合 
計額の５％のいずれか少な 
いほうの金額 

③ 医療費控除額 
（最高200万円） 
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被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の

損
害
に
か
か
る
証
明
書
、
写
真
、

領
収
書
な
ど 

※
事
業
用
資
産
や
生
活
に
通
常

必
要
で
な
い
資
産
に
受
け
た
損

害
は
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。 

  

前
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
の

控
除
証
明
書 

  

前
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
の

控
除
証
明
書 

  ・
住
民
票 

・
登
記
簿
謄
本
（
土
地
・
家
屋
） 

・
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書 

・
売
買
契
約
書
（
土
地
・
家
屋
と

も
）
ま
た
は
工
事
請
負
契
約
書

の
写
し
な
ど 

・
増
改
築
の
場
合
、
床
面
積
の
分

か
る
書
類
（
建
築
確
認
申
請
書

な
ど
） 

※
借
入
金
に
連
帯
債
務
が
あ
る
場

合
の
申
告
は
税
務
署
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 
 

受
け
よ
う
と
す
る
配
偶
者
や
扶

養
者
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
所
得

の
分
か
る
も
の 

雑
損
控
除 

譲
渡
所
得
（
土
地
・
家
屋 

等
の
売
買
）
・
雑
損
控
除 

の
申
告
は
税
務
署
で
行
っ 

て
く
だ
さ
い 

所
得
税
の
納
税
も
3
月
１５
日 

（
火
）
ま
で 

定
率
減
税
の
適
用
を
お
忘 

れ
な
く
！ 

生
命
保
険
料
控
除 

損
害
保
険
料
控
除 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除 

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除 

○所得税・消費税の確定申告書のほか、青色申告決算書、収支内訳書および医療費の明細書を作成できます。 

○画面に基づき必要項目を入力することにより、確定申告書などが作成できます。 

○カラープリンタで印刷した確定申告書が、そのまま提出できます。 

○ホームページは、24時間利用できます。 

☆申告書を提出する際は、申告する内容により源泉徴収票などを申告書に添付等する必要があります。 

申
告
は
正
し
く
期
限
内
に 

◎
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、

「
簡
単
・
便
利
・
ス
ピ
ー
デ

ィ
」
な
郵
送
が
お
す
す
め 

必
ず
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す 

国税庁ホームページ 

「確定申告書等作成コーナー」で 
確定申告書などが 
　　　　　作成できます。 

http://www.nta.go.jp
国税庁ホームページアドレス

   

　
平
成
１６
年
分
の
所
得
税
に
つ
い

て
、
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
定
率
減
税
額
は
、
所
得
税

の
２０
％
相
当
額
（
最
高
２５
万
円
）

で
す
。 

   

　
確
定
申
告
書
の
提
出
や
納
税
を

３
月
１５
日
（
火
）
ま
で
に
行
わ
な

か
っ
た
り
、
税
額
を
誤
っ
て
申
告

し
た
り
し
た
場
合
に
は
、
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加

算
税
や
延
滞
税
を
も
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 
   

　
確
定
申
告
を
行
う
場
合
、
給
与

所
得
の
あ
る
人
は
必
ず
源
泉
徴
収

票
が
、
ま
た
、
事
業
所
得
・
不
動

産
所
得
・
山
林
所
得
の
あ
る
人
は

必
ず
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す
。 

　
収
支
内
訳
書
の
作
成
が
で
き
て

い
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

　
初
め
て
事
業
等
の
申
告
を
行
う

人
で
、
記
入
方
法
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
税
の
専
門
家
に
相
談
し
、

収
支
内
訳
書
を
完
成
さ
せ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。 

   

　
確
定
申
告
で
決
定
し
た
所
得
税

の
納
付
期
限
は
、
申
告
期
限
と
同

じ
３
月
１５
日
（
火
）
で
す
。
期
限

を
過
ぎ
る
と
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

     

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に 

・
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
国

税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
あ

な
た
の
申
告
書
の
作
成
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。 

・
提
出
の
前
に
は
、
記
載
誤
り
が

な
い
か
、
手
引
き
や
記
載
例
で

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。 

・
郵
送
用
封
筒
、
申
告
書
用
紙
、

確
定
申
告
の
手
引
き
、
記
載
例

は
、
水
口
税
務
署
ま
た
は
市
役

所
税
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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�

交
通
災
害
共
済
に
家
族
そ
ろ
っ
て

�

加
入
し
ま
し
ょ
う

万
一
の
事
故
に
備
え
て

　
平
成
１７
年
度
の
加
入
申
し
込
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
万
一
の
事

故
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

■
加
入
方
法 

　
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
掛
金

（
一
人
５
０
０
円
）
を
添
え
て
安

心
安
全
課
（
東
庁
舎
）
、
市
民
生

活
課
（
西
庁
舎
）
、
各
出
張
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

加
入
推
進
期
間
中
（
２
月
）は
、

各
区
長
さ
ん
に
も
受
付
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
へ
も

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

■
共
済
期
間 

４
月
１
日
〜
平
成
１８
年
３
月
３１

日 ※
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、
申
込
日
の
翌
日

か
ら
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合

も
掛
金
は
５
０
０
円
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

○
安
心
安
全
課
（
東
庁
舎
） 

　
　
　
　
　
　
　（
７１
）２
３
２
５ 

○
市
民
生
活
課
（
西
庁
舎
） 

　
　
　
　
　
　
　（
７７
）７
０
０
７ 

　
滋
賀
県
で
は
、
乗
り
物
内
で
の

痴
漢
行
為
や
、
街
頭
に
た
む
ろ
す

る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
暴
力
行
為
な

ど
の
街
頭
等
の
迷
惑
行
為
を
さ
ら

に
厳
し
く
規
制
す
る
た
め
、「
滋

賀
県
暴
力
的
不
良
行
為
等
防
止
条

例
」
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、

「
滋
賀
県
迷
惑
行
為
等
防
止
条
例
」

と
し
て
平
成
１７
年
１
月
１
日
に
施

行
し
ま
し
た
。 

【
主
な
改
正
点
】 

○
多
数
に
よ
る
粗
暴
な
行
為
を
具

体
的
に
規
定 

　
公
共
の
場
所
ま
た
は
乗
り
物
に

お
け
る
粗
暴
な
行
為
の
具
体
的
な

例
示
と
し
て
、
「
多
数
で
立
ち
ふ

さ
が
り
、
ま
た
は
つ
き
ま
と
う
」

行
為
を
追
加
（
５
万
円
以
下
の
罰

金
を
３０
万
円
以
下
の
罰
金
に
引
き

上
げ
） 

○
卑
わ
い
な
行
為
の
明
確
化 

　
卑
わ
い
な
行
為
と
は
…
痴
漢
、

盗
撮
な
ど
、
卑
わ
い
な
言
動
、
透

視
（
ビ
デ
オ
機
器
に
フ
ィ
ル
タ
ー

を
つ
け
て
下
着
や
体
を
透
か
し
見

る
）、
公
衆
浴
場
・
公
衆
便
所
・

公
共
の
施
設
等
の
更
衣
室
で
の
撮

影
（
５
万
円
以
下
の
罰
金
を
６
カ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５０
万
円
以

下
の
罰
金
に
引
き
上
げ
） 

○
迷
惑
ビ
ラ
配
布
を
禁
止（
新
設
） 

　
性
風
俗
産
業
の
ビ
ラ
を
住
居
に

差
し
入
れ
る
、
公
共
の
場
所
で
不

特
定
の
人
に
配
布
す
る
、
公
衆
電

話
ボ
ッ
ク
ス
・
公
衆
便
所
な
ど
に

掲
示
す
る
等
の
行
為
を
禁
止
（
５０

万
円
以
下
の
罰
金
）�

　
こ
ん
な
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

○
債
権
回
収
業
者
を
名
乗
る
業
者

か
ら
請
求
は
が
き
が
来
た
。 

○
以
前
に
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
イ
ト
（
携
帯
サ
イ
ト
）

料
の
請
求
か
も
し
れ
な
い
。 

○
給
与
や
不
動
産
の
差
押
え
、
信

用
情
報
機
関
へ
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
登
録
、
裁
判
所
へ
の
出
廷

な
ど
、
不
安
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
書
い
て
あ
る
。 

　
ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
架
空
請
求
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
た
め
の
情
報
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
架
空
請
求
な
ど
を
行
っ

て
い
る
事
業
者
名
を
公
表
し
、
実

際
の
は
が
き
の
画
像
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ

さ
い
。 

■
開
設
期
間 

　
３
月
１５
日
（
火
）
ま
で 

■
相
談
日
時 

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
） 

午
前
９
時
１５
分
〜
午
後
４
時 

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　http://w
w
w
.pref.shiga.jp/c/shohi/ 

■
問
い
合
わ
せ
先 

滋
賀
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
彦
根
市
元
町
４
｜
１
） 

　
０
７
４
９
（
２７
）
２
２
３
４ 

甲
賀
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

街
頭
等
の
迷
惑
行
為
に
関
す
る 

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た 

相
談
専
用
電
話 

【
０
７
４
９（
２７
）２
２
２
０
】を 

開
設
し
て
い
ま
す 

架空請求

110番

交通安全誓いの集い 交通安全誓いの集い 

■場　所　 
　市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館 
■プログラム 
交通安全功労者・優良運転者の表彰、ビンゴ
ゲームなど 

皆さんお誘い合わせで、気軽にご来場ください。 

2月27日（日）　午前9時30分～ 

市内の交通事故発生状況（平成16年12月末日現在） 

人身事故 
発生件数 負傷者数 死者数 

物損事故 
発生件数 

12月の事故状況 37 44 0 186

前年対比 －14 －20 0 －28
平成16年累計 
（１～12月） 396 487 4 1,999

前年対比 24 15 3 －82

開始時刻 受付時間 

午
前
9
時
30
分 

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分
・
午
後
1
時
〜
4
時 

午
前
9
時 

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

は
、
原
則
と
し
て
３
月
１５
日
（
火
）
ま
で
に
市

役
所
の
税
務
課
で
住
民
税
の
申
告
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
は
住
民
税
の
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◆
申
告
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
人 

（
１
）
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提

出
し
た
人 

（
２
）
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
の
人

で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人 

（
３
）
前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
等
に
か
か

る
所
得
の
み
の
人 

　
な
お
、
（
３
）
に
該
当
す
る
人
で
、
配
偶
者

控
除
や
扶
養
控
除
、
ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
告
を
行
え
ば
非

課
税
に
な
る
人
で
も
、
申
告
を
行
わ
な
け
れ
ば

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
以
外
の
所

得
が
２０
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
で
は

給
与
所
得
と
合
わ
せ
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
収
入
の
な
か
っ
た
人
に
は
申
告
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
申
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
国
民

健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
国
民

年
金
、
児
童
手
当
、
福
祉
・
保
育
関
係
、
住
宅

な
ど
の
資
格
審
査
な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
所

得
の
証
明
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

住
民
税
も
申
告
が
必
要
な
の
？ 

申告期間中、市内では下記のとおり巡回相談を行います。 
・地域による相談会場の指定はありません。ご都合のよい日にお越しください。 
・市役所税務課窓口では申告相談を行っていません。 
・3月9日（水）までは、午後5時15分で相談が終了するよう、受付終了時刻を早めることがあります。 
・相談内容が複雑な場合は、水口税務署で申告していただくことがあります。 
※水口税務署は、土・日曜日は閉庁しています。 

■問い合わせ先　税務課市民税担当　　71－2319　　水口税務署　　62－0314

月　日 曜日 会　　　場 
2月16日 水 
2月17日 木 西　庁　舎  
2月18日 金 
2月21日 月 
2月22日 火 
2月23日 水 

菩提寺公民館 

2月24日 木 
2月25日 金 柑子袋公民館 
2月28日 月 
3月  1日 火 

岩根公民館  

3月  2日 水 
三雲公民館  

3月  3日 木 
3月  4日 
 

金 市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館 
3月  7日 月 

下田公民館  
3月  8日 火 
3月  9日 水 西　庁　舎  
3月10日 木 

共同福祉施設 
3月11日 金 
3月14日 月 
3月15日 火 
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加
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し
込
み

が
始
ま
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て
い
ま
す
。
万
一
の
事

故
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
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■
加
入
方
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申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
掛
金

（
一
人
５
０
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円
）
を
添
え
て
安

心
安
全
課
（
東
庁
舎
）
、
市
民
生

活
課
（
西
庁
舎
）
、
各
出
張
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

加
入
推
進
期
間
中
（
２
月
）は
、

各
区
長
さ
ん
に
も
受
付
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
へ
も

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

■
共
済
期
間 

４
月
１
日
〜
平
成
１８
年
３
月
３１

日 ※
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、
申
込
日
の
翌
日

か
ら
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合

も
掛
金
は
５
０
０
円
で
す
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■
問
い
合
わ
せ
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○
安
心
安
全
課
（
東
庁
舎
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　（
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市
民
生
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（
西
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滋
賀
県
で
は
、
乗
り
物
内
で
の

痴
漢
行
為
や
、
街
頭
に
た
む
ろ
す

る
グ
ル
ー
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に
よ
る
暴
力
行
為
な

ど
の
街
頭
等
の
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惑
行
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を
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ら

に
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し
く
規
制
す
る
た
め
、「
滋

賀
県
暴
力
的
不
良
行
為
等
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条

例
」
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、

「
滋
賀
県
迷
惑
行
為
等
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止
条
例
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と
し
て
平
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１７
年
１
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１
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に
施

行
し
ま
し
た
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【
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な
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点
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○
多
数
に
よ
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粗
暴
な
行
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を
具

体
的
に
規
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共
の
場
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ま
た
は
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り
物
に
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け
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粗
暴
な
行
為
の
具
体
的
な
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と
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、
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多
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で
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ふ

さ
が
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、
ま
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は
つ
き
ま
と
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」

行
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を
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加
（
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万
円
以
下
の
罰

金
を
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万
円
以
下
の
罰
金
に
引
き

上
げ
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○
卑
わ
い
な
行
為
の
明
確
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卑
わ
い
な
行
為
と
は
…
痴
漢
、

盗
撮
な
ど
、
卑
わ
い
な
言
動
、
透

視
（
ビ
デ
オ
機
器
に
フ
ィ
ル
タ
ー

を
つ
け
て
下
着
や
体
を
透
か
し
見

る
）、
公
衆
浴
場
・
公
衆
便
所
・

公
共
の
施
設
等
の
更
衣
室
で
の
撮

影
（
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万
円
以
下
の
罰
金
を
６
カ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５０
万
円
以

下
の
罰
金
に
引
き
上
げ
） 

○
迷
惑
ビ
ラ
配
布
を
禁
止（
新
設
） 

　
性
風
俗
産
業
の
ビ
ラ
を
住
居
に

差
し
入
れ
る
、
公
共
の
場
所
で
不

特
定
の
人
に
配
布
す
る
、
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衆
電

話
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ッ
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・
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衆
便
所
な
ど
に

掲
示
す
る
等
の
行
為
を
禁
止
（
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万
円
以
下
の
罰
金
）�

　
こ
ん
な
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

○
債
権
回
収
業
者
を
名
乗
る
業
者

か
ら
請
求
は
が
き
が
来
た
。 

○
以
前
に
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
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ト
（
携
帯
サ
イ
ト
）

料
の
請
求
か
も
し
れ
な
い
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○
給
与
や
不
動
産
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差
押
え
、
信

用
情
報
機
関
へ
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
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録
、
裁
判
所
へ
の
出
廷

な
ど
、
不
安
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
書
い
て
あ
る
。 

　
ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
架
空
請
求
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
た
め
の
情
報
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
架
空
請
求
な
ど
を
行
っ

て
い
る
事
業
者
名
を
公
表
し
、
実

際
の
は
が
き
の
画
像
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ

さ
い
。 

■
開
設
期
間 

　
３
月
１５
日
（
火
）
ま
で 

■
相
談
日
時 

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
） 

午
前
９
時
１５
分
〜
午
後
４
時 

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　http://w
w
w
.pref.shiga.jp/c/shohi/ 

■
問
い
合
わ
せ
先 

滋
賀
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
彦
根
市
元
町
４
｜
１
） 

　
０
７
４
９
（
２７
）
２
２
３
４ 

甲
賀
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

街
頭
等
の
迷
惑
行
為
に
関
す
る 

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た 

相
談
専
用
電
話 

【
０
７
４
９（
２７
）２
２
２
０
】を 

開
設
し
て
い
ま
す 

架空請求

110番

交通安全誓いの集い 交通安全誓いの集い 

■場　所　 
　市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館 
■プログラム 
交通安全功労者・優良運転者の表彰、ビンゴ
ゲームなど 

皆さんお誘い合わせで、気軽にご来場ください。 

2月27日（日）　午前9時30分～ 

市内の交通事故発生状況（平成16年12月末日現在） 

人身事故 
発生件数 負傷者数 死者数 

物損事故 
発生件数 

12月の事故状況 37 44 0 186

前年対比 －14 －20 0 －28
平成16年累計 
（１～12月） 396 487 4 1,999

前年対比 24 15 3 －82
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介
護
保
険
の
現
状 

　
介
護
保
険
は
４０
歳
以
上
の
人
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
と
公
費

（
国
・
県
・
市
）
を
財
源
と
し
て

運
営
さ
れ
、
介
護
を
必
要
と
す
る

と
き
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
に

充
て
る
こ
と
で
本
人
と
そ
の
家
族

を
支
え
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１２
年
４
月
に
介
護
保
険
制

度
が
始
ま
っ
て
現
在
は
第
２
期
（
平

成
１５
〜
１７
年
度
）
の
運
営
期
間
に

入
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
第
２
期

の
初
年
度
で
あ
る
平
成
１５
年
度
の

決
算
（
旧
両
町
の
合
計
額
）
を
示

す
と
と
も
に
、
１２
年
度
か
ら
の
推

移
を
報
告
し
ま
す
。 

　
ま
ず
、
歳
入
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
介
護
保
険
を
運
営
す
る
の

に
必
要
な
費
用
は
次
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
な
負
担
割
合
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

〈
居
宅
介
護
（
支
援
）
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
〉 

要
支
援
、
要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
た
人
が
訪
問
介
護
、

訪
問
看
護
、
通
所
介
護
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
費
用
の

保
険
者
（
市
）
負
担
額 

〈
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
〉 

要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け

た
人
が
介
護
保
険
の
施
設
に
入

所
し
て
か
か
る
費
用
の
保
険
者

負
担
額 

〈
福
祉
用
具
購
入
費
〉 

要
支
援
、
要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
た
人
が
腰
掛
け
便
座
、

入
浴
補
助
用
具
な
ど
を
購
入
し

た
費
用
の
保
険
者
負
担
額 

〈
住
宅
改
修
費
〉 

要
支
援
、
要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
た
人
が
転
倒
予
防
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
の
目
的
で

行
っ
た
住
宅
改
修
に
か
か
っ
た

費
用
の
保
険
者
負
担
額 

〈
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
〉 

介
護
（
支
援
）
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成
に
か
か
る
費
用
の
保
険

者
負
担
額 

〈
審
査
支
払
手
数
料
〉 

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
す
る
支

払
い
に
係
る
点
検
、
審
査
、
支

払
業
務
を
委
託
し
て
い
る
国
保

連
合
会
に
市
が
支
払
う
手
数
料 

 

介
護
保
険
の
現
状 

介
護
保
険
の
現
状 

わ
が
ま
ち
の
家
計
簿 

わ
が
ま
ち
の
家
計
簿 

　
国
が
３
億
４
８
０
万
２
千
円
、

県
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
，
２

５
３
万
６
千
円
を
拠
出
す
る
一
方
、

第
２
号
被
保
険
者
（
４０
歳
以
上
６４

歳
以
下
の
人
）
か
ら
４
億
１
，
６

０
９
万
４
千
円
を
、
ま
た
、
第
１

号
被
保
険
者
（
６５
歳
以
上
の
人
）

か
ら
２
億
５
，
６
３
４
万
３
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
と
し
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
第
２
号
被
保
険
者

か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料

は
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
の
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
お

支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
第
１
号
被
保
険
者
か
ら

は
、
年
金
天
引
き
や
普
通
徴
収
（
納

付
書
払
い
）
に
よ
り
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

形
で
介
護
保
険
の
財
源
が
成
り
立

っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歳
入
の
割
合
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
、

運
営
が
苦
し
く
な
り
、
県
の
基
金

か
ら
借
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
介
護
保
険
制
度
は
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
の
支
え
合
い
の

し
く
み
で
す
の
で
、
必
ず
保
険
料

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
次
に
歳
出
（
保
険
給
付
費
）
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
介
護
保
険
料
や
、
国
、
県
、
旧

両
町
か
ら
の
負
担
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
概
要
は
右

の
表
の
と
お
り
で
す
。 

　
保
険
給
付
費
の
第
２
期
（
平
成

１５
〜
１７
年
度
）
の
計
画
の
う
ち
、

平
成
１５
年
度
の
計
画
額
は
１２
億
６
，

４
７
６
万
４
千
円
で
し
た
が
、
実

績
は
１３
億
２
３
１
万
１
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
す
。
認
定
者
数
は
平
成
１６
年
３

月
３１
日
現
在
で
両
町
合
わ
せ
て
、

１
年
前
に
比
べ
て
７１
人
増
の
８
９

６
人
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
数
も

増
え
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
合
計
人

数
は
７
０
７
人
に
上
り
ま
し
た
。 

　
計
画
額
よ
り
上
回
っ
た
給
付
費

は
、
居
宅
介
護
（
支
援
）
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
と
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

費
（
居
宅
介
護
支
援
費
）
と
住
宅

改
修
費
で
す
が
、
こ
れ
は
在
宅
で

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望

す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
た
と
え
ば
、
手
す
り
の
取
り

付
け
や
段
差
の
解
消
な
ど
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
各
費
用
の
年
度
別
推
移

は
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。 

用
語
の
説
明 

40歳～64歳 
の人の保険料 
　（第2号被保険者） 

国の負担金 
県の 
負担金 

町の負担金 

65歳以上の 
人の保険料 
（第1号被保険者） 32％ 

25％ 

12.5％ 

12.5％ 

18％ 保険料 

公　費 

平成15年度の計画額と実績額の比較 

内　　　訳 

計　画　額（B） 比較額（A－B） 実　績　額（A） 

標準給付費全体 12億6,476万4千円 3,754万7千円 13億　231万1千円 

居宅介護（支援） 
サービス給付費 6億2,858万6千円 4,834万2千円 6億7,692万8千円 

施設介護サービス 
給付費 5億7,240万2千円 △2,038万1千円 5億5,202万1千円 

居宅サービス計画費 
（居宅介護支援費） 4,302万6千円 1,026万3千円 5,328万9千円 

福祉用具購入費 362万4千円 △　155万8千円 206万6千円 

住宅改修費 840万1千円 　112万3千円 952万4千円 

高額介護サービス費 638万5千円 △ 　42万9千円 595万6千円 

審査支払手数料 234万円 18万7千円 252万7千円 

 

■
問
い
合
わ
せ
先 

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保

険
担
当 

　
　
　
　
　（
７１
）２
３
５
６ 

　
　
　
　
　（
７２
）３
７
８
８ 

　
平
成
１６
年
度
の
主
な
給
付
費
の

推
移
を
次
の
と
お
り
旧
町
別
に
示

し
、
報
告
し
ま
す
。 

　
各
給
付
費
は
月
に
よ
り
差
が
出

て
い
ま
す
が
、
微
増
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
は
今
年
度
、
市
内
に
介
護
保

険
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
湖
南
市

の
入
所
者
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。 

0 1 2 3 4 5 6（億円） 

H12 4億8,265万4千円 

H13 5億7,680万6千円 

H14 5億5,872万4千円 

H15 5億5,202万1千円 

計 4億8,265万4千円 

計 5億7,680万6千円 

計 5億5,872万4千円 

計 5億5,202万1千円 

【施設介護サービス給付費推移】 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9（億円） 

0 100 200 300 400 500 600 700 800（万円） 

H12 351万1千円 

H13 533万6千円 

H14 723万5千円 

H15 595万6千円 

計 353万9千円 

計 534万7千円 

計 723万5千円 

計 595万6千円 

2万8千円 

1万1千円 

【高額介護サービス費推移】 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 9001000（万円） 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000（万円） 

H12 2,791万円 

H13 3,540万7千円 

H14 3,906万6千円 

H15 4,592万6千円 

384万円 

495万3千円 

545万4千円 

736万3千円 

計 3,175万円 

計 4,036万円 

計 4,452万円 

計 5,328万9千円 

【居宅サービス計画費推移】 

3億3,096万円 

4億7,930万3千円 

5億6,788万円 

6億4,998万9千円 

1,615万6千円 

2,228万4千円 

2,549万4千円 

2,693万9千円 

1,615万6千円 

2,228万4千円 

2,549万4千円 

2,693万9千円 

計 3億4,711万6千円 

計 5億158万7千円 

計 5億9,337万4千円 

計 6億7,692万8千円 

【居宅介護（支援）サービス給付費推移】 

H12

H13

H14

H15

H12

H13

H14

H15

計 340万8千円 

計 810万2千円 

計 820万7千円 

計 952万4千円 

302万9千円 

662万1千円 

662万3千円 

793万8千円 

37万9千円 

148万1千円 

158万4千円 

158万6千円 

【住宅改修費推移】 

0 100 200 300（万円） 

H12

H13

H14

H15

計 104万6千円 

計 191万5千円 

計 229万2千円 

計 206万6千円 

102万2千円 

166万7千円 

193万5千円 

187万2千円 

2万4千円 

24万8千円 

35万7千円 

19万4千円 

【福祉用具購入費推移】 

0 1000 2000 3000 4000 5000（万円） 

3月 1,652万6千円 
4,366万4千円 

1,521万1千円 
4,066万4千円 

1,565万円 
3,984万2千円 

1,450万8千円 
4,308万9千円 

1,513万1千円 
4,286万7千円 

1,443万4千円 
4,354万6千円 

1,468万2千円 
4,074万4千円 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

【居宅介護（支援）サービス給付費の推移】 旧石部町 

甲西町 

要介護1～5 要支援 

1,385万2千円 
3,289万円 

1,448万8千円 
3,528万3千円 

1,595万3千円 
4,299万8千円 

1,667万4千円 
4,110万8千円 

1,778万5千円 
4,525万4千円 

1,822万6千円 
4,338万1千円 

1,675万7千円 
4,212万7千円 

0 1000 2000 3000 4000 5000 （万円） 

3月 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

【施設介護サービス給付費推移】 
3月 116万円 

343万8千円 

113万2千円 
344万5千円 

120万5千円 
336万2千円 

116万8千円 
335万5千円 

118万3千円 
330万4千円 

114万7千円 
335万4千円 

114万7千円 
306万9千円 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

【居宅介護（支援）サービス計画給付費】 

0 100 200 300 400（万円） 
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■
問
い
合
わ
せ
先 

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保

険
担
当 

　
　
　
　
　（
７１
）２
３
５
６ 

　
　
　
　
　（
７２
）３
７
８
８ 

　
平
成
１６
年
度
の
主
な
給
付
費
の

推
移
を
次
の
と
お
り
旧
町
別
に
示

し
、
報
告
し
ま
す
。 

　
各
給
付
費
は
月
に
よ
り
差
が
出

て
い
ま
す
が
、
微
増
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
は
今
年
度
、
市
内
に
介
護
保

険
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
湖
南
市

の
入
所
者
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。 

0 1 2 3 4 5 6（億円） 

H12 4億8,265万4千円 

H13 5億7,680万6千円 

H14 5億5,872万4千円 

H15 5億5,202万1千円 

計 4億8,265万4千円 

計 5億7,680万6千円 

計 5億5,872万4千円 

計 5億5,202万1千円 

【施設介護サービス給付費推移】 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9（億円） 

0 100 200 300 400 500 600 700 800（万円） 

H12 351万1千円 

H13 533万6千円 

H14 723万5千円 

H15 595万6千円 

計 353万9千円 

計 534万7千円 

計 723万5千円 

計 595万6千円 

2万8千円 

1万1千円 

【高額介護サービス費推移】 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 9001000（万円） 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000（万円） 

H12 2,791万円 

H13 3,540万7千円 

H14 3,906万6千円 

H15 4,592万6千円 

384万円 

495万3千円 

545万4千円 

736万3千円 

計 3,175万円 

計 4,036万円 

計 4,452万円 

計 5,328万9千円 

【居宅サービス計画費推移】 

3億3,096万円 

4億7,930万3千円 

5億6,788万円 

6億4,998万9千円 

1,615万6千円 

2,228万4千円 

2,549万4千円 

2,693万9千円 

1,615万6千円 

2,228万4千円 

2,549万4千円 

2,693万9千円 

計 3億4,711万6千円 

計 5億158万7千円 

計 5億9,337万4千円 

計 6億7,692万8千円 

【居宅介護（支援）サービス給付費推移】 

H12

H13

H14

H15

H12

H13

H14

H15

計 340万8千円 

計 810万2千円 

計 820万7千円 

計 952万4千円 

302万9千円 

662万1千円 

662万3千円 

793万8千円 

37万9千円 

148万1千円 

158万4千円 

158万6千円 

【住宅改修費推移】 

0 100 200 300（万円） 

H12

H13

H14

H15

計 104万6千円 

計 191万5千円 

計 229万2千円 

計 206万6千円 

102万2千円 

166万7千円 

193万5千円 

187万2千円 

2万4千円 

24万8千円 

35万7千円 

19万4千円 

【福祉用具購入費推移】 

0 1000 2000 3000 4000 5000（万円） 

3月 1,652万6千円 
4,366万4千円 

1,521万1千円 
4,066万4千円 

1,565万円 
3,984万2千円 

1,450万8千円 
4,308万9千円 

1,513万1千円 
4,286万7千円 

1,443万4千円 
4,354万6千円 

1,468万2千円 
4,074万4千円 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

【居宅介護（支援）サービス給付費の推移】 旧石部町 

甲西町 

要介護1～5 要支援 

1,385万2千円 
3,289万円 

1,448万8千円 
3,528万3千円 

1,595万3千円 
4,299万8千円 

1,667万4千円 
4,110万8千円 

1,778万5千円 
4,525万4千円 

1,822万6千円 
4,338万1千円 

1,675万7千円 
4,212万7千円 

0 1000 2000 3000 4000 5000 （万円） 

3月 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

【施設介護サービス給付費推移】 
3月 116万円 

343万8千円 

113万2千円 
344万5千円 

120万5千円 
336万2千円 

116万8千円 
335万5千円 

118万3千円 
330万4千円 

114万7千円 
335万4千円 

114万7千円 
306万9千円 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

【居宅介護（支援）サービス計画給付費】 

0 100 200 300 400（万円） 
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前
回
は
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
「
行
動
障
害
」
と
い
わ
れ
て

い
る
「
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害（
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
）」
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。 

　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
次
の
３
つ
の
タ
イ

プ
に
分
か
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

①
「
不
注
意
タ
イ
プ
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
注
意
・
集
中
す
る
こ

と
が
短
い
か
困
難
な
状
態
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
一
度
に
聞
こ
え
た
り
目
に
入
っ

た
り
し
て
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
教
室
か
ら
飛
び
出
す
な
ど

の
行
動
を
と
り
ま
す
。
ま
た
反
対

に
授
業
中
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後
始

末
が
で
き
な
い
こ
と
も
よ
く
指
摘

さ
れ
ま
す
。 

②
「
多
動
｜
衝
動
タ
イ
プ
」
と
呼

ば
れ
、
よ
く
動
き
回
っ
た
り
、
何

で
も
一
番
に
な
ら
な
い
と
気
が
す

ま
な
か
っ
た
り
、
粗
暴
な
ど
の
行

動
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
話
を
し

て
い
て
話
題
が
急
に
飛
ん
だ
り
し

て
本
題
か
ら
ず
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
す
。 

③
①
と
②
の
両
方
を
持
っ
て
い
る

タ
イ
プ
で
す
。 

　
ド
ラ
え
も
ん
に
出
て
く
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
た
と
え
て
①
は
の
び

太
く
ん
タ
イ
プ
、
②
は
ジ
ャ
イ
ア

ン
タ
イ
プ
、
③
は
の
び
太
・
ジ
ャ

イ
ア
ン
タ
イ
プ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

　
人
と
の
つ
き
合
い
で
も
、
前
後

の
話
を
把
握
す
る
の
が
苦
手
で
、

そ
の
場
面
だ
け
で
理
解
し
て
し
ま

う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
が
ト

ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
原
因
に
な
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
本
人
も
、
こ
う
い
っ
た
理
解
の

仕
方
や
行
動
に
悩
ま
さ
れ
、
み
ん

な
と
同
じ
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
て
も
失
敗
す
る
こ
と
が
多
く
、

周
り
か
ら
の
評
価
が
低
く
な
り
が

ち
で
自
信
を
な
く
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。 

　
背
景
の
一
つ
に
、
脳
の
活
動
レ

ベ
ル
（
覚
醒
レ
ベ
ル
と
も
い
い
ま

す
）
が
低
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

そ
れ
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
状

態
の
改
善
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
活
動
前
の
運
動
や
音

読
な
ど
で
活
動
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

こ
と
や
、
医
療
と
教
育
の
連
携
で
、

投
薬
も
含
め
て
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
状
態

の
改
善
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
別
の
対
応

に
つ
い
て
少
し
記
し
ま
す
。 

　
①
の
タ
イ
プ
は
、
注
意
が
そ
れ

た
と
き
に
声
か
け
を
し
た
り
、
集

中
し
や
す
い
よ
う
に
前
も
っ
て
聞

く
こ
と
・
見
る
も
の
・
活
動
な
ど

に
見
通
し
を
持
た
せ
た
り
、
文
字

や
物
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
し
ま
す
。
教
室
の
中
で
の
座
席

の
場
所
に
つ
い
て
も
配
慮
し
ま
す
。 

　
②
の
タ
イ
プ
は
好
ま
し
い
行
動

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
自

分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
身
近
な
人
と
約
束
を
し
て
い
き

ま
す
。
目
標
の
行
動
が
で
き
た
り
、

少
し
で
も
好
ま
し
い
行
動
を
と
れ

た
り
す
れ
ば
そ
の
こ
と
を
本
人
に

気
づ
か
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
し
っ

か
り
と
ほ
め
て
努
力
す
る
気
持
ち

を
支
え
ま
す
。 

　
彼
ら
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
よ
っ
て
失

敗
し
て
困
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
指
摘
し
た
り
禁
止
し
た
り
す

る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
ど

う
し
て
い
い
か
戸
惑
っ
て
し
ま
う

だ
け
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
今
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
次
か
ら
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
、
具
体
的
な
行
動

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
社
会
福
祉
課
発
達
支
援
室 

　
　
　
　
　
　
　（
７１
）２
３
５
９ 

　
　
　
　
　
　
　（
７２
）３
７
８
８ 

 子
ど
も
た
ち
へ
の

が

変
わ
る

支
援

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）に
つ
い
て 

エ
イ
ゴ
が
ゆ
く

ま 
ち 
づ 
く 
り 
日 
記 

谷
畑
市
長
の 

No.3

12
月
18
日
（
土
）
晴　

９
時
半
、
野

洲
市
誕
生
記
念
式
典
に
矢
野
議
長
と

出
席
（
野
洲
文
化
ホ
ー
ル
）。
終
了
後
、

市
役
所
で
書
類
整
理
。
18
時
半
帰
宅
。

19
日
（
日
）
晴　

９
時
半
、
湖
南
市

消
防
団
第
２
分
団
第
11
班
の
消
防
ポ

ン
プ
車
納
入
式
（
菩
提
寺
公
民
館
）。

そ
の
後
、
菩
提
寺
自
治
会
館
前
防
火

水
槽
に
お
い
て
試
運
転
。
12
時
帰
宅
。

22
日
（
水
）
晴　

中
津
助
役
と
と
も

に
９
時
10
分
、
長
浜
市
役
所
を
振
り

出
し
に
、
彦
根
、
近
江
八
幡
、
八
日
市
、

野
洲
、
守
山
、
草
津
、
栗
東
各
市
役

所
に
あ
い
さ
つ
回
り
。
途
中
、
滋
賀

県
立
大
学
（
彦
根
市
）
に
立
ち
寄
る
と
、

西
川
幸
治
学
長
が
喜
ん
で
出
迎
え
て

く
れ
る
。

24
日
（
金
）
晴　

８
時
、
四
役
会
議
。

９
時
か
ら
13
時
50
分
ま
で
広
域
組
合

議
会
を
続
け
る
（
甲
賀
市
水
口
町
）。

15
時
か
ら
18
時
ま
で
、
総
合
計
画
に

関
す
る
関
係
部
局
打
ち
合
わ
せ
。
総

合
計
画
策
定
過
程
へ
の
積
極
的
な
市

民
参
加
に
つ
い
て
激
論
す
る
。
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
で
も
あ
り
、
18
時
半
帰
宅
。

27
日
（
月
）
雲
晴　

８
時
、
部
長
会

議
で
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
お
よ
び

市
民
セ
ン
タ
ー
構
想
に
つ
い
て
協
議
。

９
時
半
、
市
民
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る

関
係
課
協
議
。
11
時
、
近
畿
農
政
局

野
洲
川
沿
岸
農
地
防
災
事
業
所
長
が

年
末
あ
い
さ
つ
来
訪
。
14
時
以
降
、

市
役
所
改
革
に
つ
い
て
助
役
等
と
断

続
的
に
協
議
。
20
時
、
防
災
無
線
新

年
あ
い
さ
つ
収
録
。
22
時
半
帰
宅
。

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
の
津
波
被
害
は

拡
大
中
。

28
日
（
火
）
晴
雲　

８
時
、
四
役
会

議
。
８
時
55
分
以
降
来
客
多
数
。
13
時
、

甲
賀
郡
有
線
放
送
新
春
あ
い
さ
つ
録

音
。
16
時
、
仕
事
納
め
式
（
西
庁
舎
）、

16
時
45
分
、
仕
事
納
め
式
（
東
庁
舎
）。

17
時
以
降
決
裁
と
格
闘
。
21
時
半
以

降
、
市
立
三
雲
公
民
館
、
夏
見
公
民

館
、
平
松
公
民
館
、
西
清
水
町
集
会

所
、
西
寺
公
民
館
、
菩
提
寺
消
防
車
庫
、

正
福
寺
消
防
車
庫
、
岩
根
東
集
落
セ

ン
タ
ー
、
朝
国
公
民
館
、
下
田
消
防

車
庫
を
順
次
視
察
、
年
末
警
戒
中
の

消
防
団
を
激
励
。
２
時
帰
宅
。

１
月
９
日
（
日
）
晴　

９
時
、
湖
南

市
消
防
団
消
防
出
初
式
（
甲
西
文
化

ホ
ー
ル
）。
終
了
後
ホ
ー
ル
前
に
整

列
。
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
な
か
、
市
役

所
高
台
か
ら
行
進
を
観
閲
。
11
時
45

分
、
湖
南
市
成
人
式
（
サ
ン
ヒ
ル
ズ

甲
西
）。
国
歌
斉
唱
の
後
、
式
辞
を
述

べ
る
。
会
場
は
原
色
の
羽
織
は
か
ま

と
真
っ
白
な
フ
ァ
ー
だ
ら
け
。
15
時

半
、
東
寺
勧
請
縄
吊
（
か
ん
じ
ょ
う

な
わ
つ
り
）
を
見
学
。

11
日
（
火
）
晴　

８
時
、
部
長
会
議
。

11
時
、
定
例
記
者
会
見
。
市
民
憲
章
・

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
・
総
合
計
画

の
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
を
す
る
。
15
時

半
、
石
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
新

年
会
。
18
時
帰
宅
。
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湖
南
市
の
発
足
を
記
念
し
て
次
の
と
お
り
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

■
期
　
間 

　
３
月
２５
日
（
金
）〜
２７
日
（
日
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

■
会
　
場 

　
石
部
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー 

■
主
　
催 

　
湖
南
市
教
育
委
員
会 

■
共
　
催 

　
湖
南
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団 

■
応
募
資
格 

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在

学
す
る
人（
中
学
生
以
下
は
除

く
） 

■
作
品
規
格
（
テ
ー
マ
自
由
） 

○
絵
画
の
部
…
日
本
画
・
洋
画

・
版
画
（
３０
号
以
内
で
額
装

の
こ
と
） 

○
書
の
部
…
縦
２
０
０
㎝
、
横

７０
㎝
以
内
で
、
わ
く
張
り
ま

た
は
額
装
で
縦
書
き
の
こ
と 

○
写
真
の
部
…
全
紙
以
内
で
、

わ
く
張
り
ま
た
は
額
装
の
こ

と 

■
出
品
点
数 

　
各
部
門
と
も
一
人
２
点
ま
で
と

し
ま
す
。 

■
出
品
料 

　
無
料 

■
応
募
方
法 

　
出
品
申
込
書
（
事
務
局
に
あ
り

ま
す
）
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、

３
月
１７
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

に
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
搬
入
方
法 

　
出
品
票
を
作
品
に
添
付
し
、
左

記
日
時
に
会
場
へ
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。 

■
搬
入
日 

　
３
月
１８
日
（
金
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時 

■
搬
出
日 

　
３
月
２８
日
（
月
） 

　
午
後
１
時
〜
５
時 

※
各
部
門
と
も
市
長
賞
・
市
議
会

議
長
賞
・
市
教
育
長
賞
と
し
、
賞

状
お
よ
び
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
後
日
、
甲
西
文
化
ホ
ー
ル
で
巡

回
展
を
開
催
し
、
優
秀
作
品
を
展

示
し
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

「
湖
南
市
美
術
展
」
事
務
局
（
生

涯
学
習
課
内
） 

　
　
　
　
　
　
（
７７
）
６
２
５
０ 

　
　
　
　
　
　
（
７７
）
６
２
５
３ 

湖
南
市
発
足
記
念
文
化
事
業 

湖
南
市
美
術
展
作
品
募
集 

湖
南
市
美
術
展
作
品
募
集 

ビニール
テープ

給水管

図1

布や保温材を2cm
くらいの厚さに巻
き、ビニールテー
プを巻いて水ぬれ
を防ぎましょう。

図2

タオルか布

ぬるま湯をゆっ
くりかける。

　

２
月
は
一
年
中
で
も
っ
と
も
水

道
管
の
凍
結
事
故
が
多
い
時
期
で

す
。
給
水
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
、

蛇
口
の
凍
結
防
止
の
た
め
、
ご
家

庭
の
水
道
管
に
冬
支
度
が
で
き
て

い
る
か
、
い
ま
一
度
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

水
道
管
や
蛇
口
に
は
、
布
や

毛
布
、
あ
る
い
は
専
用
の
保
温
材

を
巻
き
（
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
空

き
箱
を
か
ぶ
せ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
）
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
す
き
間
な
く

巻
き
ま
す
（
図
１
）
。
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
を
敷
き
詰
め
る
の
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
家
の
中
の
蛇
口
の
水

を
一
カ
所
だ
け
鉛
筆
の
芯
ほ
ど
の

細
さ
で
出
し
た
ま
ま
に
す
る
方
法

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

水
道
管
に
も

冬
支
度
を
！

水
道
管
に
も

冬
支
度
を
！

　

量
は
１
分
間
に
約
２
０
０
㏄
牛

乳
瓶
１
本
程
度
で
す
。
浴
室
の
蛇

口
で
浴
槽
に
た
め
、
お
風
呂
や
洗

濯
に
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

と
き
は
蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、

蛇
口
に
近
い
ほ
う
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
（
図
２
）
。

■
破
裂
や
ひ
び
割
れ
の
場
合
は

　

破
裂
や
ひ
び
割
れ
で
水
が
噴
き

出
し
た
と
き
は
、
ま
ず
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
ま
た
は
横
に
あ
る

止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
か
ら
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
へ
修
理
を
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　

（
71
）２
３
３
８

●
み
ん
な
で
育
て
よ
う 

　
　
オ
・
ア
・
シ
・
ス
運
動
　
言
え
る
子
に 

●
こ
の
世
で
は 

　
　
他
人
が
大
切
　
自
分
も
大
切 

●
思
い
や
る 

　
　
心
が
つ
な
ぐ
　
家
族
の
き
ず
な 

湖
南
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

地
域
か
ら
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

メ
ッ
セ
ー
ジ 
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１
月
１６
日
・
野
洲
川
親
水
公
園 

◆
全
長
５
区
間
（
１６
・
４
㎞
） 

【
地
区
対
抗
の
部
】 

優
　
勝
　
北
山
台
区 

　
　
　
　
　
１
時
間
９
分
３４
秒 

準
優
勝
　
中
央
区 

　
　
　
　
　
１
時
間
９
分
４０
秒 

【
事
業
所
対
抗
の
部
】 

優
　
勝
　
タ
キ
イ
Ａ 

　
　
　
　
　
１
時
間
２
分
５８
秒 

準
優
勝
　
タ
キ
イ
Ｂ 

　
　
　
　
　
１
時
間
３
分
１９
秒 

第
３
位
　（
株
）ク
ボ
タ
滋
賀
工
場 

　
　
　
　
　
１
時
間
７
分
２９
秒 

【
一
般
の
部
】 

優
　
勝
　
親
水
公
園
友
の
会 

　
　
　
　
　
１
時
間
３
分
３６
秒 

準
優
勝
　
甲
西
北
中
学
校 

　
　
　
　
　
１
時
間
７
分
５８
秒 

第
３
位
　
一
歩
の
会 

　
　
　
　
　
１
時
間
９
分
２７
秒 

◆
小
学
生
の
部
・
全
長
４
区
間 

　〔
５
・
２
㎞（
１
・
３
㎞
×
４
人
）〕 

【
小
学
生
女
子
の
部
】 

優
　
勝
　
岩
根
小
　
２２
分
１２
秒 

準
優
勝
　
菩
提
寺
小
Ａ 

　
　
　
　
　
　
　
　
２２
分
4８
秒 

第
３
位
　
石
部
南
小
Ａ 

　
　
　
　
　
　
　
　
２２
分
５８
秒 

【
小
学
生
男
子
の
部
】 

優
　
勝
　
水
戸
小
Ａ 

　
　
　
　
　
　
　
　
１９
分
３２
秒 

準
優
勝
　
菩
提
寺
小
Ａ 

　
　
　
　
　
　
　
　
１９
分
４６
秒 

第
３
位
　
菩
提
寺
小
Ｂ 

　
　
　
　
　
　
　
　
２０
分
２
秒 

第4回キンボール大会 

湖南市誕生記念 
ゴルフコンペ 

■場　所 
　総合体育館 

■競技部門 
　○一般競技の部（男女不問） 

　○一般レクの部（男女不問） 

　○ジュニアの部（男女不問） 

■申込期限 
　２月７日（月） 

■申し込み・問い合わせ先 
　生涯学習課スポーツ振興室 

　　77－7045　　77－6253

■場　所 
　近江カントリー倶楽部 
■プレー費 
　10,000円 
■参加費 
　2,000円 
■募集人員 
　120人 
■申込期限 
　2月18日（金） 
■申し込み・問い合わせ先 
　湖南市ゴルフ協会（湖南市体育協会内） 
　　71－3306　　72－7117

2月27日（日） 
午前9時～ 

3月2日（水） 

無料 
開放 エンジョイスポーツデー 
○日　時…第3土曜日　午後7時～9時 
○場　所…総合体育館 
○ニュースポーツコーナー…キンボール 
今月は19日です。皆さんの参加をお待ちし
ています。 

ス
ポ
ー
ツ
結
果

      

■
日
　
時 

２
月
２０
日
（
日
）
午
前
９
時 

■
場
　
所 

総
合
体
育
館 

◆
問
い
合
わ
せ
先 

湖
南
市
体
育
協
会 

　（
７１
）３
３
０
６ 

　（
７２
）７
１
１
７ 

卓
球
グ
ラ
ン
プ
リ 

第
46
回
市
民
駅
伝
競 

走
大
会 
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晴
れ
や
か
に
大
人
の
仲
間
入
り

　

●
湖
南
市
成
人
式

　

湖
南
市
が
発
足
し
て
初
め
て
と

な
る
成
人
式
が
１
月
９
日
、
市
民

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ヒ
ル

ズ
甲
西
）
本
館
で
開
催
さ
れ
、
新

成
人
約
５
５
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
成
人
の
門
出
を
祝
う

か
の
よ
う
に
晴
れ
わ
た
っ
た
空
が

広
が
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
開

式
１
時
間
以
上
も
前
か
ら
華
や
か

な
振
り
袖
や
羽
織
は
か
ま
、
ス
ー

ツ
な
ど
思
い
思
い
の
晴
れ
着
に
身

を
包
ん
だ
成
人
た
ち
が
次
々
と
到

着
。
あ
ち
こ
ち
で
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
喜
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
成
人
式
で
は
市
内
の
新

成
人
有
志
15
人
か
ら
な
る
成
人
式

実
行
委
員
会
が
数
カ
月
前
に
結
成

さ
れ
、
企
画
・
運
営
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
当
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
と
し
て
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
、
舞
台

鬼
走
り
、
村
の
安
全
を
守
る

　

●
長
寿
寺
と
常
楽
寺
で
伝
統
行
事

　

１
月
10
日

に
常
楽
寺
で
、

同
16
日
に
長

寿
寺
で
伝
統

行
事
「
鬼
走

り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事

は
毎
年
１
月

中
旬
に
両
寺

で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、

住
職
の
読
経

が
響
く
な
か
、
本
堂
内
を
赤
鬼
と

青
鬼
の
「
鬼
子
」
に
扮
し
た
男
の

子
が
槍
や
太
刀
を
持
っ
て
走
り
回

り
、
悪
霊
追
放
や
家
内
安
全
な
ど

を
祈
願
し
ま
す
。
奈
良
時
代
に
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
古
来
は
大
人

社
会
の
仲
間
入
り
の
儀
式
、
現
在

で
い
う
成
人
式
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
鬼
子
」
は
地
元
で
生
ま
れ
た

数
え
年
15
歳
の
男
の
子
が
担
い
ま

す
が
、
近
年
の
少
子
化
の
影
響
で

10
年
ほ
ど
前
か
ら
15
歳
に
満
た
な

上
の
画
面
に
懐
か
し
い
恩
師
た
ち

が
登
場
。
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

送
ら
れ
る
ご
と
に
、
会
場
か
ら
は

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

谷
畑
英
吾
市
長
の
式
辞
、
来

賓
紹
介
な
ど
の
あ
と
、
新
成
人
を

代
表
し
て
森
明
子
さ
ん
が
「
『
成

人
』
と
い
う
大
き
な
節
目
を
機

に
、
若
い
力
で
社
会
へ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
親
し
い
仲
間
と

写
真
を
撮
っ
た
り
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
、
会
場
周
辺
に
は
い
つ
ま
で
も

楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

い
男
の
子
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

  

今
年
の
「
鬼
走
り
」
も
盛
大
に

行
わ
れ
、
寒
さ
も
い
と
わ
ず
多
く

く
の
人
た
ち
が
両
寺
を
訪
れ
、
勇

壮
な
太
鼓
や
ホ
ラ
貝
の
音
が
鳴
り

響
く
な
か
、
厄
払
い
を
祈
願
し
ま

し
た
。

▲ 懐しい仲間とハイ・ポーズ

▲ 長寿寺（16日）

▲ 常楽寺（10日）

▲ 誓いの言葉を述べる
　　　　　　森  明子さん

　

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ

の
ほ
ど
元
石
部
町
収
入
役
の

故
森
田
重
治
さ
ん
に
瑞
宝
単

光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

故
森
田
重
治
さ
ん

に
瑞
宝
単
光
章
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　湖南市、甲賀市に事業所を有する企業で、公共職業安定所
に一般またはパートの求人申し込みを行っているもののうち、
新たに従業員を採用しようとする企業との自由面談会です。 
※申し込みは不要です。当日会場に直接お越しください。 
■日　時 
　2月10日（木）　午後1時30分～4時 
■場　所 
　甲賀郡農業協同組合ＪＡホール（甲賀市水口町水口6111－1） 
■対　象 
公共職業安定所に求職申し込みを行っている人ならびに
就職を希望している人 
　※平成17年3月新規学校卒業予定者は除きます。 
■参加事業所数 
　30社程度 
■持ち物 
　履歴書（複数枚） 
■問い合わせ先 
　ハローワーク水口（水口公共職業安定所）  　62－0651

相談窓口 

就労相談 

地域での就労相談 

女性の悩み相談 

育児相談 

赤ちゃんホットライン（電話相談） 

介護についての相談・高齢者の生活相談 

もの忘れについての電話相談 

保健センター（旧甲西町保健センター） 
　 　７２－４００８ 
石部保健センター　 　７７－７００８ 
◇子育てに関する悩みや心配なこと、また
離乳食や子どもの発達などについて気
軽にご相談ください。 
◇随時、電話にて受け付けます。 
※発達相談員による発達相談（予約制）の
紹介も行います。 
 
 
保健センター（旧甲西町保健センター） 
 　７１－４１５０ 
◇日　時　毎週月～金曜日（祝日を除く） 

８：３０～１７：１５ 
◇内　容　妊娠・出産・育児など 
 
 
湖南市高齢者支援センター（東庁舎内） 
 　７１－４６５２ 
高齢者支援センターみくも 　７２－８１００ 
高齢者支援センターぼだいじ 　７４－４０９３ 
高齢者支援センターいしべ 　７７－５２４３ 
 
 
保健センター（旧甲西町保健センター） 
 　７２－４００８ 
石部保健センター 　７７－７００８ 
◇日　時　毎週月～金曜日（祝日を除く） 

８:３０～１７:１５ 
◇対　象　もの忘れについて気になる人、
またはその家族 
※専門医によるもの忘れ相談（予約制）の
紹介も行います。 

各種相談 各種相談 

女性就業相談 

法律相談 

教育電話相談 

滋賀県商工観光労働部労政能力開
発課雇用対策推進室 　７２－９３１１ 
◇日　時 
　２月２日（水）、１６日（水）、２５日（金） 
　９:００～１６:００ 
◇場　所　女性センター 
 
 
　相談は無料、秘密は厳守されます。
予約制ですので、前日までに予約申
し込みを行ってください。 
石部町商工会 　７７－４１４５ 
◇日　時 
　２月１９日（土）   ９:３０～１２:００ 
◇場　所 
　石部町商工会館 
甲西町商工会　 　７２－００３８ 
◇日　時 
　２月１８日（金） １３:１５～１５:１５ 
◇場　所 
　共同福祉施設（サンライフ甲西） 
 
 
ふれあい教育相談室 　７２－４８１０ 
E-mail k-fureai@vesta.ocn.ne.jp 
◇日　時 
　毎週月～金曜日　９:００～１７:００ 
◇場　所　勤労青少年ホーム 

甲賀地域就職面接会 甲賀地域就職面接会 

よろず相談・行政相談・人権相談 

日 
場　所 

社会福祉センター 
（旧甲西町老人福祉 
センター） 

石部老人福祉センター 
（旧石部町老人福祉 
センター） 

よろず相談 

行政相談 
人権相談 

よろず相談 
行 政 相談  

人 権 相談 

９日（水） 19日（土） 
10日（木） 
（第2木曜日） 

　厳しい雇用情勢が続くなか、求職活動をする人たちを応援
するため、市では就労相談を行っています。気軽にご利用く
ださい。 
　なお、相談の際はなるべく事前に予約を行ってください。 
■日　時 
○毎週月曜日・金曜日（午前8時30分～午後5時15分） 
○毎週水曜日（午後1時～5時15分） 
■相談例 
○就労相談 
○労災保険・雇用保険・厚生年金などのアドバイス 
■会場・予約先 
共同福祉施設（サンライフ甲西）1階 
・　72－4708 

 
 
○2月  2日（水）　三雲会館　　　72－3166 
○2月  9日（水）　岩根会館　　　72－2292 
○2月16日（水）　柑子袋会館　　72－2993 
○2月23日（水）　夏見会館　　　72－3083 
☆時間はすべて午前9時～11時30分です。 

○総務課（東庁舎）　　７１－２３６０ 
○地域総合センター（三雲会館　７２－３１６６、三雲
教育集会所　７２－３３０１、夏見会館　７２－３０８３、
柑子袋会館　７２－２９９３、松籟会館　７７－２９７２、
岩根会館　７２－２２９２）では、人権相談をはじめと
した各種相談を受け付けています。 
◇日　時 
　毎週月～金曜日（祝日を除く）　８:３０～１７:１５ 
 
 
　事前に予約が必要です。 
◇日　時　２月１０日（木）　１０:００～１２:００ 
◇場　所 
　社会福祉センター（旧甲西町老人福祉センター） 
◇申し込み・問い合わせ先 
　人権政策課　　７１－２３５４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆時間はいずれも13：00～16：00です。 
◇問い合わせ先 
・よろず相談…社会福祉協議会　　７２－４１０２ 
・行 政 相 談…総務課　　　　　　７１－２３６０ 
・人 権 相 談…人権政策課　　　　７１－２３２２ 
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交　換　銀　行 

　ご家庭で必要のなくなったものや欲しいもの
を交換しませんか。思い出の品を捨ててしまう
くらいなら、だれかのために役立てたいですね。 
◎譲ります 
・おんぶひも 
・衣類乾燥機（キャスター付） 
・エレクトーン　・ベビーベッド 
・Ａ型ベビーカー　・赤ちゃん用おふろチェアー 
・学習机（少々キズ有）・犬小屋（中型犬向） 

◎譲ってください 
・和服（サイズ・種類は問いません。男性用・女性用とも可） 
・ギター、ベース、ドラム 
・幼児用自転車（女児用） 
・チャイルドシート（新生児用） 
・剣道の道具一式（小学校低学年用） 
・木製の臼、杵 

■問い合わせ先 
環境課クリーンタウン推進担当 
　71－2358

湖南市リサイクルプラザ 

　リサイクルプラザは、市民の皆さんから分別収
集した缶・びん・ペットボトルや、新聞紙・ダンボー
ルなどの古紙、古布、直接（戸別）持ち込まれた不
燃ごみを、選別・圧縮・破砕・一時保管などリサイク
ルするための中間処理を行う施設です。 

日 月 火 水 木 金 土 
  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28  

■印…休所日 
□印…「粗大ごみ」戸別収集日（旧甲西町域のみ） 
※戸別収集の申込締切は、収集日の前の週の金曜
日まで（金曜日が休日の場合は木曜日まで）とな
ります。 

○搬入時間…午前９時～午後４時 

湖南市役所 
（東庁舎） 

にごり池 体育館 

旧東海道 

国道1号 

甲西駅 

三雲駅 

水戸町 

岩根小 
火葬場 
霊園 

湖
南
市 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

至甲賀市 

市民グラウンド 

下田小 

高松町南 

湖南市リサイクルプラザ案内図 

リサイクルプラザカレンダー 
�75－3933

至栗東市 

・
固
定
資
産
税
（
第
４
期
分
）

・
国
民
健
康
保
険
税（
第
10
期
分
）

・
保
育
料

・
介
護
保
険
料

・
住
宅
使
用
料

・
上
水
道
使
用
料

・
下
水
道
使
用
料

・
下
水
道
受
益
者
負
担
金
（
第
４

　

期
分
）

　

納
期
限
は
２
月
28
日
（
月
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、

毎
月
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間

も
省
け
ま
す
。

　

通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
の

う
え
、
取
扱
金
融
機
関
（
滋
賀

銀
行
・
甲
賀
郡
農
業
協
同
組
合
・

び
わ
こ
銀
行
・
滋
賀
県
信
用
組

合
）
、
郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き

を
行
う
と
、
翌
月
以
降
か
ら
口
座

振
替
に
な
り
ま
す
。

今
月
の
納
税
な
ど

納
税
な
ど
は〝
口
座
振
替
〞で
！

　

次
の
と
お
り
平
成
17
年
度
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人

員
・
保
育
士　
　
　
　
　
　
　

65
人

・
同
右
（
月
10
日
程
度
勤
務
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
人

・
幼
稚
園
教
諭　
　
　
　
　

10
人

※
採
用
は
試
験
を
行
い
、
決
定
し

ま
す
。
日
時
に
つ
い
て
は
受
付
時

に
応
募
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

特
に
期
間
を
限
定
し
て
い
る
場

合
を
除
き
、
原
則
６
カ
月
と
し
、

必
要
に
応
じ
て
６
カ
月
を
超
え
な

い
期
間
で
更
新
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

い
ず
れ
も
学
歴
・
性
別
不
問
。

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
満

64
歳
以
下
で
採
用
職
種
の
資
格

を
取
得
し
て
い
る
人
、
ま
た
は

３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見

込
み
の
人

■
賃
金
な
ど

○
日
々
雇
用
の
場
合
（
日
額
）

・
保
育
士　
　
　

７
、
４
０
０
円

・
幼
稚
園
教
諭　

７
、
４
０
０
円

○
通
勤
手
当

　

一
般
職
員
に
準
じ
て
支
給
し
ま

す
。

○
社
会
保
険

　

加
入
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

加
入
を
条
件
と
し
ま
す
。

■
勤
務
場
所

　

市
内
各
施
設

■
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分※
勤
務
場
所
に
よ
り
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
応
募
手
続
き

　

所
定
の
申
込
書
（
総
務
課
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
２
月
15
日
（
火
）
ま
で
の

業
務
時
間
中
（
平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
に
左
記

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
研
修
担
当

　
　
　
　
　
　

（
71
）２
３
１
２

平
成
17
年
度市臨

時
職
員
募
集
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ボーイスカウト
隊員募集

　
放
送
大
学
は
、
皆
さ
ん
の
生
涯

学
習
を
支
援
す
る
正
規
の
通
信
制

大
学
で
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
学
び
た
い
」
。
そ
れ
が

入
学
資
格
で
す
。 

■
種
　
別 

教
養
学
部
生
（
科
目
・
選
科
・

全
科
履
修
生
）、大
学
院
生
（
修

士
科
目
生
・
修
士
選
科
生
） 

■
出
題
期
間 

　
２
月
２８
日
（
月
）
ま
で 

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
滋
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

〔
〒
５
２
０
｜
２
１
２
３
　
大

津
市
瀬
田
大
江
町
横
谷
１
｜
５

（
龍
谷
大
学
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

内
）
〕
　 

　
　
　
０
７
７（
５４５
）０
３
６
２ 

　
　
　
０
７
７（
５４５
）２
０
９
６ 

○
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http 

://w
w
w
.u-air.ac.jp/hp

）も
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 
   

　
公
立
甲
賀
病
院
の
建
設
工
事
、

測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
件
・
業
務
な
ど
に
か
か
る
入
札

指
名
願
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。 

■
提
出
様
式 

○
建
設
工
事
、
測
量
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト 

　
…
国
土
交
通
省
統
一
様
式 

○
一
般
業
者
（
物
品
購
入
な
ど
） 

　
…
滋
賀
県
ま
た
は
湖
南
市
に
準

じ
た
様
式 

■
受
付
期
間 

２
月
１
日
（
火
）
〜
２
月
１５
日

（
火
）
の
業
務
時
間
中
（
平
日

の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
） 

■
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
公
立
甲
賀
病
院
管
理
課
用
度
係 

　
　
　
　
　
　（
６２
）０
２
３
４ 

※
こ
の
内
容
は
公
立
甲
賀
病
院 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.kohka-

hp.or.jp/

）に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

放
送
大
学 

平
成
１７
年
度
第
１
学
期 

入
学
生
募
集 

平
成
１７
年
度
公
立
甲
賀 

病
院
組
合
の
指
名
願
を 

受
け
付
け
ま
す 

 
 
　ボーイスカウトでは、野外での
楽しい活動を通して技能を体得し、
自立心・豊かな心・耐える力が身
につくよう一貫した教育方針をも
とに活動しています。 
■募集内容（4月からの学年齢） 
○ビーバー隊（小学1・2年生） 
○カブ隊（小学3～5年生） 
○ボーイ隊（小学6年生～中学3
年生） 
○ベンチャー隊（16歳以上） 
○リーダー（18歳以上） 
■募集人員 
　各隊とも若干名 

　ガールスカウトでは、子どもた
ちの好奇心や探求心にこたえるさ
まざまな活動を通して、心身とも
にバランスの取れた人格の形成を
めざしています。 
 
■募集内容（4月からの学年齢） 
○ブラウニー部門（小学1～3年
生） 
○ジュニア部門（小学4～6年生） 
○シニア部門（中学生） 
○レンジャー部門（高校生年齢） 
○成人会員〔18歳以上〕（リー 
ダーおよびスキャップ） 

 
 
 
■申込方法 
　2月18日（金）までに中央公民
館　72－3762へお申し込みくだ
さい。申込用紙は中央公民館にあ
ります。 
■説明会 
　2月19日（土）午後2時から中
央公民館で行います。 
 
 
 
■日　時 
2月20日（日） 
午前10時～正午 

■場　所 
中央公民館 

■内　容 
　シンキングデイ（創始者の生誕
の日に世界の国の子どもたちのこ
とを考える日）に参加していただ
きます。 
■申込方法 
　2月18日（金）までに中央公民
館　72－3762へお申し込みくだ
さい。 
 
 
 
　就学前１年のテンダーフット部門
も募集しています。 
　また、一日体験も予定しています
ので、詳しくは下記まで気軽にお問
い合わせください。 
■申し込み・問い合わせ先 
　三浦　　77－8108

 
 
 
　女の子も入団できます。 
■申込方法 
　2月10日（木）までに中央公民
館　72－3762へお申し込みくだ
さい。申込用紙は中央公民館にあ
ります。 
■説明会 
　2月13日（日）午前10時から中
央公民館で行います。 
 
 
 
　入団できるのは男の子だけです。
一日体験も予定しています。詳しく
は下記まで気軽にお問い合わせく
ださい。 
■申し込み・問い合わせ先 
　三浦　　77－8108

ボーイスカウト
隊員募集

旧甲西町域在住の人 
甲賀第4団 

旧甲西町域在住の人 
滋賀県第36団 

旧石部町域在住の人 
甲賀第5団 

旧石部町域在住の人 
滋賀県第35団 

ガールスカウト
団員募集

ガールスカウト活動の一日体験
に参加してみませんか！！ 

　

平
成
17
年
度
建
設
工
事
等
の
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
指
名

願
）
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
応
じ
た

書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
対
象
業
者

　

市
内
業
者

※
市
外
業
者
の
受
付
は
終
了
し

ま
し
た
。

■
受
付
期
間

　

２
月
14
日
（
月
）
ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
休
日
お
よ
び
期
日
以
降
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

■
提
出
方
法

　

持
参
に
限
り
ま
す
。

■
有
効
期
間

　

平
成
17
年
度
の
１
年
間

■
提
出
書
類
の
様
式

建
設
工
事
業
者
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
者
、
役
務
の
提
供
業

者
、
物
品
販
売
業
者
…
そ
れ
ぞ

れ
の
市
独
自
様
式
お
よ
び
電
算

入
力
票

■
書
類
サ
イ
ズ
お
よ
び
綴
じ
方

Ａ
４
判
サ
イ
ズ
の
書
類
を
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
で
綴
じ
、
表
紙
お
よ

び
背
表
紙
に
会
社
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
役
務
の
提
供
業
者
お
よ
び
物

品
販
売
業
者
は
フ
ァ
イ
ル
綴
じ

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
物
品
販
売

　

…
会
計
課
用
度
担
当

　
　
　
　
　
　

（
71
）２
３
４
０

○
物
品
販
売
以
外

　

…
財
務
課
入
札
・
契
約
・
検
査

　
　

担
当

　
　
　
　
　
　

（
71
）２
３
１
３

◎
湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
要

項
、
様
式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
17
年
度
に
学
校
給
食
用
材

料
の
納
入
を
希
望
す
る
業
者
の
登

録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
期
間

２
月
15
日
（
火
）
〜
24
日

（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
※
休
日
お
よ
び
期
日
以
降
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
郵
送
で
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
72
）３
１
８
５

市
内
業
者
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
（
指
名

願
）
を
受
け
付
け
ま
す

学
校
給
食
用
材
料
納
入

指
定
業
者
の
登
録
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

■
対　

象

57
歳
以
上
65
歳
以
下
の
県
内
在

住
の
人
で
、
訪
問
介
護
員
あ
る

い
は
居
宅
介
護
従
業
者
２
級
ま

た
は
３
級
の
資
格
取
得
者

■
日　

時

３
月
１
日
（
火
）
〜
３
月
９
日

（
水
）
の
う
ち
の
６
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
講
義

日
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
場　

所

滋
賀
ビ
ル
９
階
研
修
室
（
Ｊ
Ｒ

大
津
駅
前
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
５
２
０

－

０
０
５
１
大
津
市
梅
林
一
丁

目
３

－

10
）

　
　
　


０
７
７（
525
）４
１
２
８

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
（
視

覚
障
害
者
・
全
身
性

障
害
者
移
動
介
護
従
業

者
）
の
仕
事
を
す
る
シ

ニ
ア
の
た
め
の
講
習
会

甲西町環境（ごみ）カレンダーの 
訂正について 

“まんが日本昔ばなし” 
　　　　　　　の声でおなじみの 

KAFUKA昔ばなしの夕べ 

3月3日（木） 

収集地域 ： 三雲・妙感寺・吉永・朝国・岩根東口 
　　　　　岩根東・岩根西・岩根花園・正福寺 

内容に誤りがありましたので、下記の
とおり訂正し、お詫びします。 

■場　所 
　忍の里プララ（甲賀市甲南町） 
■入場料 
　無料 
■後　援 
　湖南市・甲賀市・湖南市教育委員会・甲賀市教育委員会
■問い合わせ先 
　あすぱる甲賀　　65－4020

人権啓発講演会 

2月4日（金） 
午後7時～ 

常田富士男さんによる 
とき  た  ふ  じ  お  

か 　 ふ 　か  

むか
ーし　むかし　この地域の人たち

は

自分た
ちのくらしを守るため

たいそ
うがんばったそーな……
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ボーイスカウト
隊員募集

　
放
送
大
学
は
、
皆
さ
ん
の
生
涯

学
習
を
支
援
す
る
正
規
の
通
信
制

大
学
で
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
学
び
た
い
」
。
そ
れ
が

入
学
資
格
で
す
。 

■
種
　
別 

教
養
学
部
生
（
科
目
・
選
科
・

全
科
履
修
生
）、大
学
院
生
（
修

士
科
目
生
・
修
士
選
科
生
） 

■
出
題
期
間 

　
２
月
２８
日
（
月
）
ま
で 

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
滋
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

〔
〒
５
２
０
｜
２
１
２
３
　
大

津
市
瀬
田
大
江
町
横
谷
１
｜
５

（
龍
谷
大
学
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

内
）
〕
　 

　
　
　
０
７
７（
５４５
）０
３
６
２ 

　
　
　
０
７
７（
５４５
）２
０
９
６ 

○
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http 

://w
w
w
.u-air.ac.jp/hp

）も
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 
   

　
公
立
甲
賀
病
院
の
建
設
工
事
、

測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
件
・
業
務
な
ど
に
か
か
る
入
札

指
名
願
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。 

■
提
出
様
式 

○
建
設
工
事
、
測
量
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト 

　
…
国
土
交
通
省
統
一
様
式 

○
一
般
業
者
（
物
品
購
入
な
ど
） 

　
…
滋
賀
県
ま
た
は
湖
南
市
に
準

じ
た
様
式 

■
受
付
期
間 

２
月
１
日
（
火
）
〜
２
月
１５
日

（
火
）
の
業
務
時
間
中
（
平
日

の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
） 

■
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
公
立
甲
賀
病
院
管
理
課
用
度
係 

　
　
　
　
　
　（
６２
）０
２
３
４ 

※
こ
の
内
容
は
公
立
甲
賀
病
院 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.kohka-

hp.or.jp/

）に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

放
送
大
学 

平
成
１７
年
度
第
１
学
期 

入
学
生
募
集 

平
成
１７
年
度
公
立
甲
賀 

病
院
組
合
の
指
名
願
を 

受
け
付
け
ま
す 

 
 
　ボーイスカウトでは、野外での
楽しい活動を通して技能を体得し、
自立心・豊かな心・耐える力が身
につくよう一貫した教育方針をも
とに活動しています。 
■募集内容（4月からの学年齢） 
○ビーバー隊（小学1・2年生） 
○カブ隊（小学3～5年生） 
○ボーイ隊（小学6年生～中学3
年生） 
○ベンチャー隊（16歳以上） 
○リーダー（18歳以上） 
■募集人員 
　各隊とも若干名 

　ガールスカウトでは、子どもた
ちの好奇心や探求心にこたえるさ
まざまな活動を通して、心身とも
にバランスの取れた人格の形成を
めざしています。 
 
■募集内容（4月からの学年齢） 
○ブラウニー部門（小学1～3年
生） 
○ジュニア部門（小学4～6年生） 
○シニア部門（中学生） 
○レンジャー部門（高校生年齢） 
○成人会員〔18歳以上〕（リー 
ダーおよびスキャップ） 

 
 
 
■申込方法 
　2月18日（金）までに中央公民
館　72－3762へお申し込みくだ
さい。申込用紙は中央公民館にあ
ります。 
■説明会 
　2月19日（土）午後2時から中
央公民館で行います。 
 
 
 
■日　時 
2月20日（日） 
午前10時～正午 

■場　所 
中央公民館 

■内　容 
　シンキングデイ（創始者の生誕
の日に世界の国の子どもたちのこ
とを考える日）に参加していただ
きます。 
■申込方法 
　2月18日（金）までに中央公民
館　72－3762へお申し込みくだ
さい。 
 
 
 
　就学前１年のテンダーフット部門
も募集しています。 
　また、一日体験も予定しています
ので、詳しくは下記まで気軽にお問
い合わせください。 
■申し込み・問い合わせ先 
　三浦　　77－8108

 
 
 
　女の子も入団できます。 
■申込方法 
　2月10日（木）までに中央公民
館　72－3762へお申し込みくだ
さい。申込用紙は中央公民館にあ
ります。 
■説明会 
　2月13日（日）午前10時から中
央公民館で行います。 
 
 
 
　入団できるのは男の子だけです。
一日体験も予定しています。詳しく
は下記まで気軽にお問い合わせく
ださい。 
■申し込み・問い合わせ先 
　三浦　　77－8108

ボーイスカウト
隊員募集

旧甲西町域在住の人 
甲賀第4団 

旧甲西町域在住の人 
滋賀県第36団 

旧石部町域在住の人 
甲賀第5団 

旧石部町域在住の人 
滋賀県第35団 

ガールスカウト
団員募集

ガールスカウト活動の一日体験
に参加してみませんか！！ 
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湖南市の歴史講座 
　申し込みの際に相談内容をお知らせください。 
■日　時 
2月7日・14日・21日・28日〔すべて月曜日〕 
午前9時30分～11時30分 
■場　所　1階研修室 
■定　員　3人程度 
■相談料　無料 
■講　師　「I・Iランドめーる」編集スタッフ 

パソコン初心者向け相談 

　「ふれあい夢の森」の間伐材を利用して、炭焼きを
行います。できた炭は持ち帰れます。※少雨決行 
■日　時　 
　2月26日（土）午前8時30分～夕方 
　2月27日（日）時間未定。前日（26日）にお知ら
　　　　　　　　 せします。 
■対　象　どなたでも参加できますが、小学4年生以
下は保護者同伴でお願いします。 

■集　合　石部南小学校正門横「ふれあい夢の森」タ
ーザンロープ前 
■参加費　無料 
■持ち物　軍手、防寒着、うちわ、汚れてもいい服、
タオル、弁当、水筒 

地域子ども教室 
子ども炭焼き体験 

石部南公民館 77－2535三雲公民館 72－4532

（　　　　　 ） 
　湖南市は歴史のある地域で、市内には旧東海道が通り、

宿場もあります。国宝も4件あり文化財も豊富です。1回

目は通史と各地域の歴史について、2回目は国宝をはじ

め指定文化財について学び、3回目は現地見学を行いま

す。 

■日　時 

　①2月18日（金） 

　　午後7時30分 

　　～9時 

　②3月11日（金） 

　　午後7時30分 

　　～9時 

　③3月12日（土） 

　　午前9時～正午 

■場　所　市立三雲公民館 

■対　象　市内在住または在勤、在学の人 

■定　員　25人 

■講　師　氏丸隆弘（市教育委員会） 

■受講料　無料 

■申込方法　業務時間中（平日の午前8時30分～午後

5時15分）に窓口へ、または電話でお申し込みください。 

■申し込み・問い合わせ先 

　市立三雲公民館　　72－4532

常楽寺 

パソコン 
よろず工房 

■場　所 

　石部文化総合センター2階会議室 

■講　師 

竹中ナミさん（社会福祉法人プロップ・ステー

ション理事長） 

■問い合わせ先 

人権教育課（西庁舎） 

　77－7036　　77－4101 

＊手話通訳、託児サービスがあります。必要な人

は事前にお申し込みください。 

出合い・気づき・発見講座（人権・同和問題連続セミナー） 

チャレンジドや高齢者が、 
　元気と誇りを持って 
　　　　　　働ける地域に 
2月10日（木） 

2月6日（日） 
■場　所　石部文化総合センター  ホール・ロビー 
■内　容 
〔つどいのコーナー〕 
　・オープニング 
　　　石部保育園児 
　・体験発表 
　　　石部中学校生徒 
〔ふれあいのコーナー〕 
　・小物をつくろう！ 
　・外国の料理を作ろう！食べよう！ 
　・みんなで歌おう！ 
　・バザー　・人権ポスター展示　など 

■問い合わせ先 
　人権教育課　　77－7036　　77－4101 
＊手話通訳あります 

 
 
 
・報告 
　　スイーパーの活動 
・ミニコンサート 
　　ザ・あすぱるズ 
　　辻  好明さん 
　　　　　　 

一人ひとりの願いの実現と 
　　みんなで支えあうまちづくりをめざして 

入場無料 

人権まちづくりのつどい 

午後1時30分～午後4時15分 
（受付：午後1時～） 

午後7時30分～ 
（受付：午後7時～） 
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生活支援センターあかつき
（甲賀郡地域生活支援センター） 

障害者のためのパソコン体験教室 
■日　時 

2月25日（金）～27日（日） 

午後1時30分～3時30分 

■場　所　生活支援センターあかつき 

■対　象　湖南市・甲賀市に在住の身体障害者の人 

■内　容　メールの活用方法 

■定　員　8人程度 

　※定員になり次第締め切ります。 

■参加費　100円（テキスト代） 

■申込期限　2月18日（金） 

■申し込み・問い合わせ先 

生活支援センターあかつき（甲賀郡地域生活支援

センター） 

（〒528－0012 甲賀市水口町暁3－44） 

　65－4641　　65－4642

菩提寺公民館

英語発音講座 
　海外で自分の英語が通じにくく困ったという人、間違
った発音をしていませんか。発音にもルールがあって、
そのルールを覚えることが大切です。自分の発音が正
しいかどうか分からない人、もっときれいな発音を覚え
たいという人は受講してみませんか。 
■日　時 
　2月17日・24日、3月3日〔全3回・すべて木曜日〕 
　午後2時～3時30分 
■場　所 
　菩提寺公民館 
■対　象 
　市内在住または在勤の人 
■定　員 
　15人 
■受講料 
　無料 
■申込期限 
　2月14日（月） 
■申込方法 
　業務時間中（平日の午前8時30分～午後5時15分）
に来館のうえ、または電話でお申し込みください。 

■場　所 

石部保健センター 

（2階保健指導室） 

■講　師 

栗木　剛さん 

〔プロフィール〕 

神戸大学教育学部卒業後、県立神戸養護学校に勤

務。現在は兵庫県野外レクリエーション指導者協

議会事務局長。兵庫県生涯学習課講師団所属。「楽

しくなくっちゃ講演会じゃない」をモットーに、

ちょっと変わった研修・講演会を行います。 

■申し込み・問い合わせ先 

　生涯学習課 

　77－6250　　77－6253

　子育て中のお父さん、お母さん、楽しく子育てし
ていますか。やっぱり子育てはたいへん？3児の父
でもある栗木さんの講演でパワーをいただいて、ま
すます楽しく子育てをしましょう。 

子育て講演会 

楽しく��子育て

3月8日（火）午前10時～11時30分 

入場無料 

※託児サービスがあります。必要な人は、事前にお申し込みください。 

　菩提寺公民館　　74－3471　　74－4005

　飼育係40年。ゾウ、カバ、チンパンジー、オラン
ウータンなどの動物たちとの出合いを通じて、考えた
こと、感じたことをお話しいただきます。 

人　権 
講演会 動物園は心の学校

    ～いのちを学ぶ 

申し込み・問い合わせ先 

■場　所 
菩提寺公民館 
■講　師 
亀井一成さん（元神戸王子動物園飼育技師） 

■主　催 
菩提寺学区人権まちづくり会議、湖南市青少年育成市
民会議菩提寺支部 

※手話通訳、託児サービスが
あります。託児サービスを希
望する人は必ず2月9日（水）
までに菩提寺公民館へお申
し込みください。 

2月12日（土）　午後2時～3時30分 
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エントランスホール企画展示 出展者募集 

サンヒルズフェスタ
集おう�つなごう�地域の輪

　パソコンを使い始めて困ったことはありませんか？
気軽に相談できる窓口を開設します。 
※持ち込みのパソコンにも対応します。 
※相談内容によっては対応できない場合があります。
申し込み時に必ず相談内容を明記してください。 
■日　時 
3月11日・18日〔いずれも金曜日〕 
（一部）午後1時30分～2時30分 
（二部）午後2時30分～3時30分 
■場　所　本館ＯＡ研修室 
■定　員　一日8人（一人1時間） 
■講　師　パソコン指導者サークル「パソフレ」 
■相談料　無　料 

パソコン初心者向け相談会 市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西） 

申込方法 
　相談会への参加、企画展示への出展を希望する人は、
はがきまたはＦＡＸで、催し物の名称（相談会）など（ま
たは展示内容）・郵便番号・住所・氏名・電話番号を明
記のうえ、お申し込みください。応募多数のときは、抽
選を行い、結果は後日連絡します。 
申し込み・問い合わせ先 
　市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館 
　（〒520－3202　西峰町1－1） 
　� 75－8190 75－8192FAX

　市民学習交流センターのエントランスホールを利用
して、自慢の作品を展示してみませんか。 
■応募資格 
個人・グループを問わず、 
どなたでもけっこうです。 
■展示期間 
出展者の希望に応じます。 
■出展料　無　料 
※詳しくは下記へお問い合わせください。 

気功太極拳教室 

水戸体育館

　気功を取り入れたゆったりとした動きのなかでリラッ
クスしてみませんか。 
■日　時 
　2月12日・19日・26日、 
　3月5日〔すべて土曜日・全4回〕 
　午後1時30分～3時 
■場　所　水戸体育館 
■対　象　一般男女 
■定　員　30人 
■参加費　1,500円（スポーツ保険料含む） 
■講　師　竹内キヌさん 
■申し込み・問い合わせ先 
　水戸体育館　　75－1433 
※平日午前と月曜日は休館しています。 

 
 
 
■場　所 
　市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館 
■内　容 
★開会セレモニー 
（午前9時30分～） 
★ステージ発表 
（午前9時50分～） 
★作品展示 
（午前9時30分～
午後4時） 
　　保育・幼稚園児、
　　小学生、各サークルの作品 
　★親子ふれあい体験広場（午前10時～午後1時、
参加費無料） 

　　・竹とんぼづくり 
　　・どんぐりでこまづくり 
　　・紙飛行機づくりなど 
　★おはなし会（1部：午前11時～・2部：午後1時～、
参加費無料） 

　　幼児を対象にしたおはなし会です。親子でご参加
ください。 

　★パソコンで名
刺づくり体験
（午前10時～、
参加費無料、
先着50人） 

　★トレーニング
ルーム無料開
放（午前9時
30分～午後4
時） 

　★骨の健康チェ
ック！骨量測
定 会 （ 午 前
10時～、参
加費無料、先
着100人） 

　★もちつき大会
（午後2時～） 

　★フリーマーケ
ット（午前9時30分～午後3時） 

　★模擬店コーナー（午前9時30分～） 
　　うどん、パン、焼きそば、フランクフルト、ポッ
プコーン、かやくご飯、わたがしなど 

2月6日（日） 
　午前9時30分～午後4時 
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ゆららオープンスクエア“ゆきだるま” 
　2004年春に登場していただいた松村賢さんが「ゆ

ららオープンスクエア」に帰ってきます！生活の中の

歌を歌い続ける賢さんと一緒に歌いましょう！ 

 

 

 

■場　所 

　1階エントランスホール 

■出　演 

　松村　賢さん 

 
ゆららオープンスクエア  出演者募集！ 
　今年もゆららオープンスクエアへの出演者を募集しま

す。音楽演奏やダンス、マジック、パントマイムなど日ごろ

養われた芸能パフォーマンスを披露していただける場で

す。どしどしご応募ください。 

■応募期間　3月14日（月）まで 
■応募資格　市内在住または在勤の人 

※グループの場合は市内在住または在勤の人を1人

以上含むこととします。 

■応募方法　十二坊温泉ゆららフロントにて所定の用紙

にご記入ください。 

■選考方法　デモテープ、VTR、試演奏などにより選考

します。 

※採用者には平成17年度に開催予定の「ゆららオー

プンスクエア」にご出演いただきます。 

■問い合わせ先　十二坊温泉ゆらら　　72－8211 

 
ウォーターエクササイズ  ワンポイントレッスン 
　寒い日が続きますね。でも、ゆららのプールは温泉を

利用しているので、冬でも温かいですよ！ゆららウォータ

ーエクササイズは足腰に負担をかけずに、温かい室内で

気持ちよく健康づくりができます。気軽にご参加ください。 

■日　時　・毎週水曜日　午前11時～11時30分 

・毎週金曜日　午後7時～7時30分 

2月13日（日） 
午後2時～ 

湖國十二坊の森
72－8211

甲西文化ホール
72－2133

■入場料 

2,500円　 

※前売券完売の場合、当日券の販売はありません。 

■前売券販売所 

平和堂（甲西中央店・甲西店）、アルプラザ水口店、 

ローソンチケット　0570－06－3005（Ｌコー

ド=51936）、甲西文化ホール 

　若手お笑い芸人による爆笑のオンパレード！笑って
笑って笑い転げるスーパーライブ！ 

■出演予定　ますだおかだ、アメリカザリガニ ほか 
　　　※やむを得ない事情により変更になる場合があります。 

3月13日（日）　午後2時開演 

ゆらら寒咲菜種園“もうすぐ春だよ” 
　ゆららの庭には一足早く、
春がやってきていますよ！ 
黄色い花のじゅうたんが皆
さんをお迎えします。どう
ぞお楽しみに！ 

　シンセサイザー、ソプラノ、尺八による、まったく

新しいコラボレーションミュージックです。 

■出演予定　井上政廣（シンセサイザー）、中村亜沙

子（ソプラノ）、田代慎山（尺八） 

■曲　目 「母に捧げる詩」「琵琶湖八景」など 

■入場料 〈前売券〉1,000円　〈当日券〉1,200円 

■チケット販売所　甲西文化ホール 

心にやさしい Healing Music

3月6日（日）　午後2時開演 

ますだおかだ

アメリカザリガニ

ますだおかだ

アメリカザリガニ

2月5日（土） 午前10時 販売開始 

しょうちく! 漫才ライブ 
　　　　　  2005
しょうちく! 漫才ライブ 
　　　　　  2005

全席指定
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図
書
館
へ
行
こ
う 

   　『
森
の
野
生
動
物
に
学
ぶ
1
0
 

1
の
ヒ
ン
ト
』日
本
林
業
技
術
協

会
編（
東
京
書
籍
）…
野
生
動
物
の

暮
ら
し
ぶ
り
や
、生
態
系
を
乱
す

外
来
種
の
問
題
な
ど
、森
の
動
物

た
ち
の
世
界
に
注
目
。 

　『
日
本
の
森
林
／
多
様
性
の
生

物
学
シ
リ
ー
ズ
③
　
獣
た
ち
の
森
』

大
井
徹
著（
東
海
大
学
出
版
会
）

…
獣
た
ち
の
生
活
の
場
で
あ
る
森

林
に
、わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
ど

う
影
響
し
て
い
る
の
か
。
獣
た
ち

の
本
質
を
理
解
し
、共
に
生
き
る

未
来
を
考
え
る
。 

　『
動
物
た
ち
の
気
に
な
る
行
動（
１
）・

（
２
）
』上
田
恵
介
ほ
か
監
修（
裳

華
房
）…
動
物
行
動
学
の
若
手
研

究
者
た
ち
が
、動
物
た
ち
の
興
味

深
い
行
動
と
、研
究
こ
ぼ
れ
話
を

紹
介
す
る
。 

　『
吸
血
コ
ウ
モ
リ
は
恩
を
忘
れ
な

い
』リ
ー
・
ド
ガ
ト
キ
ン
著（
草
思
社
）

…
助
け
合
う
の
は
人
間
だ
け
で
は

な
い
。進
化
生
物
学
か
ら
、動
物
た

ち
の
助
け
合
い
と
は
何
か
を
考
え

る
。 

　『
野
生
か
ら
の
伝
言
』竹
田
津
実

著（
集
英
社
）…
動
物
た
ち
の
「
助

け
て
」
に
こ
た
え
て
30
年
。北
の
大

地
に
住
む
獣
医
師
が
綴
っ
た
写
文

集
。 

 

　『
失
敗
、し
っ
ぱ
い
、ま
た
失
敗
！
』

田
中
光
常
著（
山
と
渓
谷
社
）…
動

物
写
真
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活

躍
す
る
著
者
の
、泣
き
笑
い
撮
影
記
。

珍
し
い
動
物
た
ち
の
生
態
も
紹
介

す
る
。 

　『
小
さ
な
強
者
た
ち
　
フ
ァ
ー
ブ

ル
博
物
記
②
』フ
ァ
ー
ブ
ル
著（
岩

波
書
店
）…
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
著
作
は

昆
虫
記
だ
け
で
は
な
い
。コ
ウ
モ
リ

や
モ
グ
ラ
な
ど
、農
民
を
助
け
る
動

物
た
ち
に
つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
へ

の
語
り
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
綴
る
。 

　『
親
子
で
楽
し
む
生
き
物
の
な
ぞ
』

内
山
裕
之
著（
講
談
社
）…
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
を
生
き
抜
く
た
め
に
編

み
出
し
た
生
き
物
た
ち
の
不
思
議

で
謎
め
い
た
生
態
や
習
性
を
、Ｑ

＆
Ａ
形
式
で
分
か
り
や
す
く
解
説
。 

　『
森
の
足
音
』西
村
豊
著（
光
村

推
古
書
院
）…
自
然
写
真
家
が
森

で
出
会
っ
た
多
く
の
動
物
た
ち
の

素
晴
ら
し
い
表
情
。 

　『
哺
乳
類
観
察
ブ
ッ
ク
』熊
谷
さ

と
し
著（
人
類
文
化
社
）…
野
生
動

物
は
意
外
と
近
く
に
い
る
。
彼
ら

と
出
会
う
方
法
や
、マ
ナ
ー
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
。 

　『
ム
サ
サ
ビ
の
里
親
ひ
き
う
け
ま

す
』藤
丸
京
子
著（
地
人
書
館
）…

動
物
好
き
の
主
婦
が
始
め
た
、傷

つ
い
た
野
生
動
物
の
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。日
々
学
ぶ
著
者
が
、野
生
動
物

と
の
つ
き
あ
い
方
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
を
綴
る
。 

石部図書館行事予定 

移動図書館車「マツゾウくん」巡回予定日 
場　　　所 日 時　　間 

下 田 公民館前    2（水） 
16（水） 

15：30～16：00

中山生協集会所予定地 16：15～16：45

フレンドマート第2駐車場 
  3（木） 
17（木） 

14：00～14：30

市立三雲公民館前   4（金） 
18（金） 

13：10～13：40

妙感寺多目的集会所前 16：20～16：50

菩提寺幼稚園前   9（水） 
23（水） 

14：00～14：30

北山台自治会館前 15：30～16：00

岩 根 診療所前  
25（金） 

13：20～13：50

サンヒルズ甲西（本館）駐車場 14：10～14：40

場　　　所 日 時　　間 

三 雲 小 学 校    2（水） 
16（水） 

12：50～13：25

下 田 小 学 校  14：00～15：20

岩 根 小 学 校    3（木） 
17（木） 

12：55～13：25

菩 提 寺小学校  14：50～15：50

三 雲 東小学校    4（金） 18（金） 14：00～15：00

菩提寺北小学校   9（水） 23（水） 12：55～13：35

水 戸 小 学 校  25（金） 14：50～15：50

三 雲 保 育 園    4（金） 18（金） 12：50～13：10

菩 提 寺保育園    9（水） 23（水） 14：35～15：00

おはなしかい 日 月 火 水 木 金 土 

【きじっこおはなしかい（グループ「ピ
ッコロロ」のお話し会）】 
　2月12日（土） 
　●午前11時～11時30分 
　　…幼児・小学校低学年向け 
　●午後4時30分～5時 
　　…小学生向け　 
【よっといでたいむ】 
　2月18日（金） 
　●午前11時～11時20分 
　　…おひざにだっこのおはなし会
　　　（入園前の子ども向け） 
　●午後2時～3時 
　　…小学生向け 

きじっこシネマ 

「パディントンベア」 
　2月26日（土） 
　●午後2時～2時40分 
　子どもたちに根強い人気を持つ、
くまのパディントンのお話のアニ
メ作品。ロンドンのパディントン
駅でブラウン一家が見つけた迷子
のこぐまは、駅の名前にちなんで
「パディントン」と名づけて育て
られることになります（日本語吹
替え版）。 

2月の

●は甲西図書館のみの休館日です（月曜日）。 

■は石部図書館のみの休館日です（水曜日）。 

●は両館の休館日です（火曜日、祝日、毎月最

終木曜日）。 

☆開館時間は、両館とも 
　　午前10時～午後6時です。 
☆お一人10点まで（CDは５点まで）2週間借りるこ

とができます。 

☆休館中に本を返すときは、ブックポストにお返しく

ださい。湖南市立図書館以外の本や、CDなどの

壊れやすいものはブックポストには入れないでくださ

い。 

☆湖南市立図書館のホームページで、甲西図書

館の蔵書を見ることができます。 

（http://lib.edu-konan.jp） 

☆本や行事についての問い合わせはお電話でもど

うぞ。 

○石部図書館（石部中央一丁目２‐３・ 　77‐6252） 

○甲西図書館（中央五丁目50・ 　72‐5550） 

映画会 

◎移動図書館車でも予約することができます。ご希望の本が見つからない場合は
気軽にお申し出ください。 

野
生
の
動
物
た
ち
 

野
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  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28

　
図
書
館
へ
行
こ
う 

甲西図書館行事予定 

おはなしかい 

映 画 会 

展　示 

【ちっちゃなかぜ　おはなしかい】 
2月4日（金） 午前11時～11時30分 
　　…入園前のお子さん向け 
2月12日（土） 午後2時30分～3時30分 
　　…前半は4歳以上向け、後半は小学生向け 

「ねむたいねむたいももんがたち」 
　　　　　　　あかしのぶこ絵本原画展 

国際協力の現場から－JICA写真パネル展 

旅行で訪れた北海道
に心惹かれ、そのま
まそこで暮らしなが
ら絵本の創作をして
いるあかしのぶこさ
ん。子ども向け科学
雑誌「ちいさなかが
くのとも」（2004
年2月号）掲載のエ
ゾモモンガの暮らしぶりを描いた「ねむたいねむ
たいももんがたち」の原画展です。 

2月13日（日） 午後2時～3時30分 
日曜シアター「悲情城市」 
1989台湾。ホウ・シャオシェン監督。トニー・レオ
ンほか出演。第二次大戦後の激動の台湾を舞台に、
歴史に翻弄される家族の愛と悲しみを描く。ヴェネ
チア国際映画祭グランプリ受賞作品。字幕。 

2月27日（日） 午後2時～4時20分 
日曜シアター「マトリックス・リローデッド」 
2003米。ウォシャウスキー兄弟監督。キアヌ・リー
ブス主演。人類の未来と希望は、救世主ネオに託さ
れた。マトリックスの世界がさらに深みを増す第2作
目。字幕。 

　国際協力の窓口として活動を行っている国際協力機
構（JICA・旧国際協力事業団）から、世界のさまざ
まな国々で活動している日本人の姿を伝える写真約
30点をお借りし、展示します。 

　近所の子どもたちに本の楽しみを知ってもらうことを主な目的として、本の貸出を行ったり、お話し会などを開
くなど、地域で地道に活動している「文庫」が市内には5つあります。図書館では、このような文庫に対して、文
庫用の本、紙芝居の舞台やお話し会用の資料の貸出を行ったり、県内の子どもを対象とした行事などの情報提供を
行うなどしてます。「これから文庫を開いてみたい」「わたしたちもこんな活動をしている」という人がおられま
したら、図書館までご連絡ください。 

【おはなしの森】 
2月20日（日） 午後2時～2時30分 

「文庫」活動をしている人はおられませんか？ 

2月5日（土）～2月20日（日） 

2月26日（土）～3月13日（日） 

ご
存
じ
で
す
か
？
「
声
の
広
報
こ
な
ん
」
 

　
湖
南
市
立
図
書
館
で
は
、「
広
報
こ
な
ん
」
を
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
た「
声
の
広
報
こ
な
ん
」を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。こ
の
テ
ー
プ
は
、湖
南
市
立
図
書
館
の
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
毎
月
作
成
し
て
い
ま
す
。 

　
目
が
不
自
由
で
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
も

ち
ろ
ん
、高
齢
で
視
力
が
落
ち
て
き
た
人
や
、寝
た
き
り

で
活
字
の
資
料
を
読
む
の
が
つ
ら
い
人
な
ど
に
も
貸
し

出
し
ま
す
。ご
希
望
の
場
合
は
ど
う
ぞ
図
書
館
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
テ
ー
プ
作
成
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、１
日
発
行
の

活
字
版
よ
り
少
し
発
行
が
遅
れ
ま
す
。
ま
た
、９０
分
テ

ー
プ
２
本
分
に
収
ま
る
よ
う
、記
事
を
一
部
省
略
し
て
作

成
し
て
い
ま
す
。 

  

　
次
の
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
）。

い
ず
れ
の
場
合
も
無
料
で
す
。 

①
録
音
図
書
の
郵
送
貸
出 

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
読
売
新
聞
の
コ
ラ
ム「
編
集
手

帳
」（
週
刊
）を
朗
読
録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
、市

立
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
小
説
や
落
語
な
ど
の
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
図
書
を
郵
送
で
貸
し
出
し
ま
す
。
返

す
と
き
も
郵
送
料
は
無
料
で
す
。 

②
利
用
機
器
の
貸
出 

　
Ｃ
Ｄ
図
書
を
聴
く
た
め
の
機
械
「
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
」

を
長
期
間
貸
し
出
し
ま
す
。 

③
対
面
朗
読 

　
甲
西
図
書
館
の
部
屋
で
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、ご
希

望
の
資
料
を
お
読
み
し
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
甲
西
図
書
館
　
　（
７２
）５
５
５
０ 

視
覚
障
害
１
〜
６
級
の
人
へ
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図
書
館
へ
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こ
う 

   　『
森
の
野
生
動
物
に
学
ぶ
1
0
 

1
の
ヒ
ン
ト
』日
本
林
業
技
術
協

会
編（
東
京
書
籍
）…
野
生
動
物
の

暮
ら
し
ぶ
り
や
、生
態
系
を
乱
す

外
来
種
の
問
題
な
ど
、森
の
動
物

た
ち
の
世
界
に
注
目
。 

　『
日
本
の
森
林
／
多
様
性
の
生

物
学
シ
リ
ー
ズ
③
　
獣
た
ち
の
森
』

大
井
徹
著（
東
海
大
学
出
版
会
）

…
獣
た
ち
の
生
活
の
場
で
あ
る
森

林
に
、わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
ど

う
影
響
し
て
い
る
の
か
。
獣
た
ち

の
本
質
を
理
解
し
、共
に
生
き
る

未
来
を
考
え
る
。 

　『
動
物
た
ち
の
気
に
な
る
行
動（
１
）・

（
２
）
』上
田
恵
介
ほ
か
監
修（
裳

華
房
）…
動
物
行
動
学
の
若
手
研

究
者
た
ち
が
、動
物
た
ち
の
興
味

深
い
行
動
と
、研
究
こ
ぼ
れ
話
を

紹
介
す
る
。 

　『
吸
血
コ
ウ
モ
リ
は
恩
を
忘
れ
な

い
』リ
ー
・
ド
ガ
ト
キ
ン
著（
草
思
社
）

…
助
け
合
う
の
は
人
間
だ
け
で
は

な
い
。進
化
生
物
学
か
ら
、動
物
た

ち
の
助
け
合
い
と
は
何
か
を
考
え

る
。 

　『
野
生
か
ら
の
伝
言
』竹
田
津
実

著（
集
英
社
）…
動
物
た
ち
の
「
助

け
て
」
に
こ
た
え
て
30
年
。北
の
大

地
に
住
む
獣
医
師
が
綴
っ
た
写
文

集
。 

 

　『
失
敗
、し
っ
ぱ
い
、ま
た
失
敗
！
』

田
中
光
常
著（
山
と
渓
谷
社
）…
動

物
写
真
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活

躍
す
る
著
者
の
、泣
き
笑
い
撮
影
記
。

珍
し
い
動
物
た
ち
の
生
態
も
紹
介

す
る
。 

　『
小
さ
な
強
者
た
ち
　
フ
ァ
ー
ブ

ル
博
物
記
②
』フ
ァ
ー
ブ
ル
著（
岩

波
書
店
）…
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
著
作
は

昆
虫
記
だ
け
で
は
な
い
。コ
ウ
モ
リ

や
モ
グ
ラ
な
ど
、農
民
を
助
け
る
動

物
た
ち
に
つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
へ

の
語
り
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
綴
る
。 

　『
親
子
で
楽
し
む
生
き
物
の
な
ぞ
』

内
山
裕
之
著（
講
談
社
）…
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
を
生
き
抜
く
た
め
に
編

み
出
し
た
生
き
物
た
ち
の
不
思
議

で
謎
め
い
た
生
態
や
習
性
を
、Ｑ

＆
Ａ
形
式
で
分
か
り
や
す
く
解
説
。 

　『
森
の
足
音
』西
村
豊
著（
光
村

推
古
書
院
）…
自
然
写
真
家
が
森

で
出
会
っ
た
多
く
の
動
物
た
ち
の

素
晴
ら
し
い
表
情
。 

　『
哺
乳
類
観
察
ブ
ッ
ク
』熊
谷
さ

と
し
著（
人
類
文
化
社
）…
野
生
動

物
は
意
外
と
近
く
に
い
る
。
彼
ら

と
出
会
う
方
法
や
、マ
ナ
ー
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
。 

　『
ム
サ
サ
ビ
の
里
親
ひ
き
う
け
ま

す
』藤
丸
京
子
著（
地
人
書
館
）…

動
物
好
き
の
主
婦
が
始
め
た
、傷

つ
い
た
野
生
動
物
の
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。日
々
学
ぶ
著
者
が
、野
生
動
物

と
の
つ
き
あ
い
方
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
を
綴
る
。 

石部図書館行事予定 

移動図書館車「マツゾウくん」巡回予定日 
場　　　所 日 時　　間 

下 田 公民館前    2（水） 
16（水） 

15：30～16：00

中山生協集会所予定地 16：15～16：45

フレンドマート第2駐車場 
  3（木） 
17（木） 

14：00～14：30

市立三雲公民館前   4（金） 
18（金） 

13：10～13：40

妙感寺多目的集会所前 16：20～16：50

菩提寺幼稚園前   9（水） 
23（水） 

14：00～14：30

北山台自治会館前 15：30～16：00

岩 根 診療所前  
25（金） 

13：20～13：50

サンヒルズ甲西（本館）駐車場 14：10～14：40

場　　　所 日 時　　間 

三 雲 小 学 校    2（水） 
16（水） 

12：50～13：25

下 田 小 学 校  14：00～15：20

岩 根 小 学 校    3（木） 
17（木） 

12：55～13：25

菩 提 寺小学校  14：50～15：50

三 雲 東小学校    4（金） 18（金） 14：00～15：00

菩提寺北小学校   9（水） 23（水） 12：55～13：35

水 戸 小 学 校  25（金） 14：50～15：50

三 雲 保 育 園    4（金） 18（金） 12：50～13：10

菩 提 寺保育園    9（水） 23（水） 14：35～15：00

おはなしかい 日 月 火 水 木 金 土 

【きじっこおはなしかい（グループ「ピ
ッコロロ」のお話し会）】 
　2月12日（土） 
　●午前11時～11時30分 
　　…幼児・小学校低学年向け 
　●午後4時30分～5時 
　　…小学生向け　 
【よっといでたいむ】 
　2月18日（金） 
　●午前11時～11時20分 
　　…おひざにだっこのおはなし会
　　　（入園前の子ども向け） 
　●午後2時～3時 
　　…小学生向け 

きじっこシネマ 

「パディントンベア」 
　2月26日（土） 
　●午後2時～2時40分 
　子どもたちに根強い人気を持つ、
くまのパディントンのお話のアニ
メ作品。ロンドンのパディントン
駅でブラウン一家が見つけた迷子
のこぐまは、駅の名前にちなんで
「パディントン」と名づけて育て
られることになります（日本語吹
替え版）。 

2月の

●は甲西図書館のみの休館日です（月曜日）。 

■は石部図書館のみの休館日です（水曜日）。 

●は両館の休館日です（火曜日、祝日、毎月最

終木曜日）。 

☆開館時間は、両館とも 
　　午前10時～午後6時です。 
☆お一人10点まで（CDは５点まで）2週間借りるこ

とができます。 

☆休館中に本を返すときは、ブックポストにお返しく

ださい。湖南市立図書館以外の本や、CDなどの

壊れやすいものはブックポストには入れないでくださ

い。 

☆湖南市立図書館のホームページで、甲西図書

館の蔵書を見ることができます。 

（http://lib.edu-konan.jp） 

☆本や行事についての問い合わせはお電話でもど

うぞ。 

○石部図書館（石部中央一丁目２‐３・ 　77‐6252） 

○甲西図書館（中央五丁目50・ 　72‐5550） 

映画会 

◎移動図書館車でも予約することができます。ご希望の本が見つからない場合は
気軽にお申し出ください。 

野
生
の
動
物
た
ち
 

野
生
の
動
物
た
ち
 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28
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日 月 火 水 木 金 土 

2 月 

●閉所日 
　にこにこの日〔午前10時30分～11時30分（受付:午前10時～）〕 
　☆17日（木）講演会 
　　　　　　　「いっしょに遊んで子育てを 
　　　　　　　　　　～子どもの体が訴えていること」 
　　　　　　　講師：坂尾昭彦（夏見会館指導主事） 
　☆24日（木）おひなさまを作ろう 
○サークル貸出日 
　希望するサークルの人はご連絡ください。 

   ○   ● 

●   ○  ● ● 

● 　  ○   ● 

●   ○   ● 

●    

    1   2   3   4   5 

  6   7   8   9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28  

“ひまわり” “ひまわり” “ひまわり” 子育て支援センター 
　子どもたちが、遊びや仲間を通して健やかに育つ
ことを願い、また、保護者どうしの交流の場として、
岩根保育園2階に開設しています。子育てについて
の不安や悩みなども気軽にご相談ください。なお、
センターではサークルの登録も受け付けています。 

■開設時間 
　午前9時～午後4時 
　※午前10時～正午は自由に遊べます。 
■閉所日 
　土・日曜日、祝日、年末年始 
　※上記以外にも閉所する日があります。 
■問い合わせ先 
　子育て支援センター（岩根保育園2階） 
　（〒520－3252  岩根2225） 
　　・　 72－7089FAX

親子プレイステーション 親子プレイステーション 
　特別なメニューはありません。0歳の赤ちゃんから参加
することができます。毎週1回開催しています（原則とし
て月曜日。祝日の場合は土曜日）。 
　子育ての先輩であるサポーターと一緒に、楽しい時間を
過ごしましょう。初めての人も一度のぞいてみてください。 
※申し込みは不要です。 

◆対　象…入園前の幼児とその親 
◆時　間…午前10時30分～11時45分 

三 雲 幼 稚 園  
ひかり幼稚園 
水 戸 幼 稚 園  

2月16日（水） 
2月15日（火） 
2月18日（金） 

■時　間 
　午前10時～正午（毎回） 
■問い合わせ先 
　生涯学習課社会教育担当 
　�  77－6250 
　　  77－6253FAX

子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ 子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ 

2月  7日（月） 柑子袋公民館 

2月14日（月） 菩提寺公民館 

市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）別館 

柑子袋公民館 

2月21日（月） 

2月28日（月） 

3月  7日（月） 

はじめての人も
来てみてネ!

三雲公民館 
※申込受付は、電話にて行います。 

◆対　象…2･3歳児(H12.4.2～H14.4.1生)とその親 
◆時　間…午前10時30分～11時45分 

三 雲 幼 稚 園  
ひかり幼稚園 
水 戸 幼 稚 園  

�72－0077 
�74－3011 
�75－3350

2月10日（木） 
2月10日（木） 
2月10日（木） 

きじっこ きじっこ 

◆日　時…毎週火曜日・木曜日 
　　　　　午前10時～正午 
◆場　所…石部南公民館2階会議室 

おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し込みは
不要です。 

ば ろ ひ 

　72－0077 
　74－3011 
　75－3350

申込受付中 

4歳児 

遅出で出勤した担任に… 

保育士「おはよう」 

園　児「おはよう、会社行ってきたん？」 

保育士「・・・」 

　子どもたちは、保育士の家は保育園だと思ってくれ

ているようです。 

 保育園や幼稚園での子ども

たちのとっておきの会話を紹

介するコーナーです。

  今月は阿星保育園です。

　あやすとニコニコよく笑い、
ひとりで何やらお話しもする
ようになったね。いつまでも
笑顔の絶えない家族の太陽
でいてね。 

英樹さん・ルリ子さん 
　　　　（柑子袋） 

立入 裕天ちゃん（5カ月） 
ゆ たか 

あひるクラブ 2  

月  

開  

設  

日 

三雲保育園  

平 松保育園  

岩 根保育園  

菩提寺保育園 

下 田保育園  

水 戸保育園  

�72－1385 

�72－0390 

�72－1389 

�74－1373 

�75－2420 

�75－0630

10:00～11:30 

9:30～11:30 

9:30～11:30 

10:00～11:30 

9:30～11:30 

10:00～11:30

10日（木） 

10日（木） 

10日（木） 

10日（木） 

10日（木） 

10日（木） 

◆対象…未就学の幼児とその親 

み
ん
な
あ
つ
ま
れ 

◆対　象 

　就園前の幼児とその親 

◆日　時 

　2月9日（水） 

　午前10時～正午 

◆内　容 

　簡単な工作や絵本の読

み聞かせなど 

◆問い合わせ先 

　柑子袋会館 

　　72－2993

子育てサロン
あかつき保育園 
 �72－4960

◆対　象 
　1～3歳児とその親 
◆日時・内容 
　2月2日（水）ホール開放 
　2月16日（水）終了パーティー 
　いずれも午前10時～11時30分 
　です。 

たんぽぽはうす 石部子育て支援センター 
ホームページ http://www.ex.biwa.ne.jp/̃kosodate-s/ 　77－8570

〒520－3106 
石部中央三丁目9－20 
（石部保育園横） 

◆のびのび子育て相談 
　18歳までのお子さんの育児に関する相談を予約制（1日
2組）で受け付けています。まず、お電話ください。 
■日　時　2月3日（木）、17日（木） 
☆時間はいずれも午前9時～10時（1組）、午前10時～11
時（1組）です。  
■相談担当　岡田眞子さん（臨床心理士） 

◆リトミック 
■日　時　3月10日（木）　午前10時～10時45分（1、2歳） 
　　　　　　　　 　　　　午前11時～11時45分（3、4歳） 
■場　所　石部保育園遊戯室 
■内　容　音楽に合わせて手をたたいたり、ステップしたり
します。体全体を使って音楽を楽しみましょう。 
■定　員　前半・後半各25組（先着順） 
■講　師　津田悦子さん（リトミック研究センター） 

◆開放日（自由参加） 
　部屋を開放しています。どなたでも自由に遊びにきてくだ
さい。 
■日　時 
　2月8日（火）、14日（月）、28日（月） 
　午前10時～11時30分 

◆インファントマッサージ 
■日　時 
　3月1日（火）　午前10時～11時 
■対　象 
　生後1カ月からハイハイまでのお子さんとその保護者 
■持ち物 
　バスタオル、オイル代（100円） 
■講　師 
山本紀子さん（国際インファントマッサージ協会公認インストラクター） 
※1回10人程度。申し込みの多い場合は、2回実施します 
（2回目は午前11時～正午）。 
※託児サービスがあります。利用する人はお申し出ください。 2月10日（木）から申込受付開始 

どしどしご応募ください！

■申し込み先　政策秘書課広報・広聴担当　　71－2314

募集中
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日 月 火 水 木 金 土 

2 月 

●閉所日 
　にこにこの日〔午前10時30分～11時30分（受付:午前10時～）〕 
　☆17日（木）講演会 
　　　　　　　「いっしょに遊んで子育てを 
　　　　　　　　　　～子どもの体が訴えていること」 
　　　　　　　講師：坂尾昭彦（夏見会館指導主事） 
　☆24日（木）おひなさまを作ろう 
○サークル貸出日 
　希望するサークルの人はご連絡ください。 

   ○   ● 

●   ○  ● ● 

● 　  ○   ● 

●   ○   ● 

●    

    1   2   3   4   5 

  6   7   8   9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28  

“ひまわり” “ひまわり” “ひまわり” 子育て支援センター 
　子どもたちが、遊びや仲間を通して健やかに育つ
ことを願い、また、保護者どうしの交流の場として、
岩根保育園2階に開設しています。子育てについて
の不安や悩みなども気軽にご相談ください。なお、
センターではサークルの登録も受け付けています。 

■開設時間 
　午前9時～午後4時 
　※午前10時～正午は自由に遊べます。 
■閉所日 
　土・日曜日、祝日、年末年始 
　※上記以外にも閉所する日があります。 
■問い合わせ先 
　子育て支援センター（岩根保育園2階） 
　（〒520－3252  岩根2225） 
　　・　 72－7089FAX

親子プレイステーション 親子プレイステーション 
　特別なメニューはありません。0歳の赤ちゃんから参加
することができます。毎週1回開催しています（原則とし
て月曜日。祝日の場合は土曜日）。 
　子育ての先輩であるサポーターと一緒に、楽しい時間を
過ごしましょう。初めての人も一度のぞいてみてください。 
※申し込みは不要です。 

◆対　象…入園前の幼児とその親 
◆時　間…午前10時30分～11時45分 

三 雲 幼 稚 園  
ひかり幼稚園 
水 戸 幼 稚 園  

2月16日（水） 
2月15日（火） 
2月18日（金） 

■時　間 
　午前10時～正午（毎回） 
■問い合わせ先 
　生涯学習課社会教育担当 
　�  77－6250 
　　  77－6253FAX

子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ 子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ 

2月  7日（月） 柑子袋公民館 

2月14日（月） 菩提寺公民館 

市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）別館 

柑子袋公民館 

2月21日（月） 

2月28日（月） 

3月  7日（月） 

はじめての人も
来てみてネ!

三雲公民館 
※申込受付は、電話にて行います。 

◆対　象…2･3歳児(H12.4.2～H14.4.1生)とその親 
◆時　間…午前10時30分～11時45分 

三 雲 幼 稚 園  
ひかり幼稚園 
水 戸 幼 稚 園  

�72－0077 
�74－3011 
�75－3350

2月10日（木） 
2月10日（木） 
2月10日（木） 

きじっこ きじっこ 

◆日　時…毎週火曜日・木曜日 
　　　　　午前10時～正午 
◆場　所…石部南公民館2階会議室 

おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し込みは
不要です。 

ば ろ ひ 

　72－0077 
　74－3011 
　75－3350
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ママ・パパ教室 

Ⅱ 2月26日（土） 

○時　間 
　13:30～15:30 
　（受付：13:15～13:30） 
○場　所 
　保健センター 

○対　象…妊婦、夫および家族 
○内　容…「赤ちゃんの成長・発達を知ろう！」

「親になるってどういうこと？」 
「パパの妊婦体験・沐浴体験」 

○持ち物…母子健康手帳、テキスト 

種類 実施日 時　間・場　所 対象・内容・持ち物 

上のお子さんの保
育が必要な人は事
前にお知らせくだ
さい。 

ひよこ（赤ちゃん）教室 

Ⅱ ○時　間 
　９：45～11：30 
　（受付：９：30～９：45） 
○場　所 
　保健センター 

○対　象…平成16年7・8月生まれ 
○内　容…「育児の喜び・悩みを話し合

おう」「ベビーマッサージ」 
○持ち物…母子健康手帳、バスタオル 

種類 実施日 時　間・場　所 対象・内容・持ち物 

＊動きやすい服装でご参加
ください 
＊旧石部町域在住の人にも
参加していただけます
（定員：10人）。 

母子健康手帳の交付 
◆持ち物…印鑑、妊娠証明書 ※お持ちでない場合は、各保健センター受付にてご記入ください。 

　毎週火・水・木曜日の8:30～12:00　保健センター 
　毎週月・金曜日の8:30～17:15　　　石部保健センター 
　＊上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。 

■問い合わせ先 
○保健センター（旧甲西町保健センター） 
　　　　　　　　　・有線72－4008 
○石部保健センター　　　77－7008

湖南市在住の人への共通のお知らせです 

その他 

その他 

2月14日（月） 

Ⅲ 
○対　象…平成16年1・2月生まれ 
○内　容…親子で楽しく遊ぼう！！ 
○持ち物…母子健康手帳 

2月21日（月） 

　来年度以降、すべての健（検）診について、個人あて
の案内通知は行いません。健（検）診の日程、申込方法
など詳しくは「広報こなん」や「保健センターだより」
をご覧ください。 

◆持ち物…献血手帳、身分証明書（運転免許証・健康保険証など） 

実施日 対　　象 

2月18日（金） 

全血16～69歳（65歳
以上の献血について
は64歳までの間に献
血経験のある人） 

献血 

※今回は全血献血（200ml、400ml）のみです。成分献血はあり 
ません。 

時　間・場　所 

◆場所…保健センター　◆持ち物…母子健康手帳、問診票 
予防接種 

平成17年度の健（検）診実施のお知らせ 

　2月4日（金）柑子袋公民館で予定していた女性セッ
ト検診は、都合により中止します。あらかじめご了承
ください。 

「女性セット検診」中止のお知らせ 

平成17年4月1日からBCG接種が変わります！ 
　結核予防法の改正により、市が実施しているツベルクリン反応検査、
ツベルクリン反応判定・BCG接種の時期や方法が変わります。 
◆接種時期 
　出生直後から６カ月未満とお知らせしていましたが、変更も含め検討
中です。 
◆ツベルクリン反応検査の廃止 
　ツベルクリン反応検査をせずにBCG接種を行います。 
 

◆実施方法 
具体的な実施方法については調整中です。 
　今後の「広報こなん」や湖南市ホームページでお知らせします。 
※4歳未満でまだBCG接種を受けていないお子さんは、今年度中に
受けましょう。日程などについては、「広報こなん」や「保健センターだ
より」をご覧いただくか、両保健センターへお問い合わせください。 
■問い合わせ先 
○保健センター　　72－4008  ○石部保健センター　　77－7008

○９：30～11：30 
○12：30～15：30 

　甲西文化ホール前 

2月23日（水） ○生後3カ月～４歳未満 
○ツ反２日後にBCG判定 
　（BCG接種はツ反陰性者） 

13：15 
 

14：30

～
 

種　類 実施日 標準的な接種年齢 受付時間 

ツベルク 
リン反応 

2月25日（金） ＢＣＧ 
接種 

各 種 相 談  

石部保健センター 
〒520ー3195　石部中央一丁目1－3 
�77－7008　　　 77－7019

旧石部町域在住の人へのお知らせです 
FAX

※会場の記載がない場合は、石部保健センターで実施します。 

※ほかの予防接種との間隔にご注意ください。できるだけ標準的な
接種の月齢で受けましょう。 
※予防接種法では予防接種を受けられる年齢は7歳6カ月未満（結
核予防法に基づくBCG接種は4歳未満）と定められています。詳し
くは「予防接種と子どもの健康」をお読みください。 
※1歳を過ぎていて、麻しん・風しんの予防接種を受けていない場
合は、麻しんを優先して受けてください。 

予防接種 
◆持ち物…母子健康手帳、体温計、予診票（すこやか手帳） 

【個別接種】 ※診療受付時間中（要予約） 

種　類 期　間 標準的な接種年齢 料金 

三種混合 
年中接種 
できます 

3月末日まで 

〈受け方〉 
○1期初回＝生後3～12カ月（3～8

週おきに3回接種） 
○1期追加＝1期3回目終了後、12

～18カ月後に1回接種 

麻 し ん 生後12カ月～1歳3カ月 2,000円 

風 し ん 生後12カ月～36カ月未満 無 料 

無 料 

■場　所 
●石部医療センター　77－4100　●武田医院　77－2021 
●小川診療所　77－8082　　　　●のむら小児科　77－8228

※動きやすい服装でご参加ください。 

きらら運動教室 
実施日 時　間 対　象 

2月  1日（火） 

2月15日（火） 
9：30～12：00 18歳以上の人 

※内容は変更することがあります。 

リハビリ教室 
実施日 時　間 対　象 内　容 

2月  8日（火） 

13：30～15：30 脳卒中の後遺症などでリハビリが必要な人 

リハビリ体操・ 
フラワーアレンジ 

リハビリ体操・ 
軽スポーツ 2月22日（火） 

子育て相談室 
実施日 時　　間 内容・持ち物 

2月18日（金） 10：00～11：30

○内　容…身体計測、子ども
の育児・成長発達
などについて 

○持ち物…母子健康手帳 

活き活き教室 
実施日 時　間 対象・内容 

2月25日（金） 10：00～13：30
○対象…65歳以上の人 
○内容…調理実習、講話ほか 

※必ず事前にお申し込みください。 

乳幼児健診 ◆内　容…身体計測、問診、内科健診など 
◆持ち物…母子健康手帳、質問票（すこやか手帳） 

※4カ月児・10カ月児健診は離乳食相談があります。 
※2歳6カ月児健診は親子歯科健診、フッ素塗布があります。 

種　類 対　象 実施日 受付時間 

4カ月児健診 

10カ月児健診 

平成16年10月生 

平成16年4月生 

2歳6カ月児健診 
平成14年7月生 
平成14年8月生 

平成14年5月生 
平成14年6月生 

2月17日（木） 

2月  3日（木） 

13：30 
 

14：00

～
 

13：15 
　 
13：40

～
 

13：40 
　 
14：00

～
 

※予防接種法では予防接種を受けられる年齢は7歳6カ月未満（結
核予防法に基づくBCG接種は4歳未満）と定められています。詳し
くは「予防接種と子どもの健康」をお読みください。 
※母子健康手帳は接種証明や接種歴の確認などのために必要ですの
で必ず持ってきてください。 

乳幼児健診 

種　類 対　象 場　所 実施日 受付時間 

◆持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（4カ月児）、歯ブ
ラシ（10カ月児・1歳6カ月児・2歳6カ月児・3歳6カ
月児）、コップ・タオル（2歳6カ月児） 

4カ月児健診 平成16年10月生 2月24日（木） 

10カ月児健診 平成16年 4月生 2月21日（月） 

1歳6カ月児健診 平成15年 7月生 2月18日（金） 

2歳6カ月児健診 平成14年 7月生 2月4日（金） 

平成13年 7月生 2月10日（木） 3歳6カ月児健診 

保　健 
センター 

旧甲西町域在住の人へのお知らせです 

※1歳6カ月児健診ではフッ素塗布（希望者）も行います。 
※3歳6カ月児健診では尿検査および視力検査も行います。 
 

13：00 
　 
14：30

～
 

FAX

保健センター（旧甲西町保健センター） 
〒520－3223　夏見588 
�・有線 72－4008　　　 72－1481

予防接種 
◆場所…保健センター　◆持ち物…母子健康手帳、問診票 

2月2日（水） 
13：15 
 

14：30

～
 

種　類 実施日 標準的な接種年齢 受付時間 

三種混合 

〈受け方〉 
○1期初回＝生後3～12カ月
　（3～8週おきに3回接種） 
○1期追加＝1期3回目終了後、
　12～18カ月後に1回接種 
※1月12日に受けた場合は3週
間目にあたるため、接種を受け
られませんのでご注意ください。 
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ママ・パパ教室 

Ⅱ 2月26日（土） 

○時　間 
　13:30～15:30 
　（受付：13:15～13:30） 
○場　所 
　保健センター 

○対　象…妊婦、夫および家族 
○内　容…「赤ちゃんの成長・発達を知ろう！」

「親になるってどういうこと？」 
「パパの妊婦体験・沐浴体験」 

○持ち物…母子健康手帳、テキスト 

種類 実施日 時　間・場　所 対象・内容・持ち物 

上のお子さんの保
育が必要な人は事
前にお知らせくだ
さい。 

ひよこ（赤ちゃん）教室 

Ⅱ ○時　間 
　９：45～11：30 
　（受付：９：30～９：45） 
○場　所 
　保健センター 

○対　象…平成16年7・8月生まれ 
○内　容…「育児の喜び・悩みを話し合

おう」「ベビーマッサージ」 
○持ち物…母子健康手帳、バスタオル 

種類 実施日 時　間・場　所 対象・内容・持ち物 

＊動きやすい服装でご参加
ください 

＊旧石部町域在住の人にも
参加していただけます
（定員：10人）。 

母子健康手帳の交付 
◆持ち物…印鑑、妊娠証明書 ※お持ちでない場合は、各保健センター受付にてご記入ください。 

　毎週火・水・木曜日の8:30～12:00　保健センター 
　毎週月・金曜日の8:30～17:15　　　石部保健センター 
　＊上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。 

■問い合わせ先 
○保健センター（旧甲西町保健センター） 
　　　　　　　　　・有線72－4008 
○石部保健センター　　　77－7008

湖南市在住の人への共通のお知らせです 

その他 

その他 

2月14日（月） 

Ⅲ 
○対　象…平成16年1・2月生まれ 
○内　容…親子で楽しく遊ぼう！！ 
○持ち物…母子健康手帳 

2月21日（月） 

　来年度以降、すべての健（検）診について、個人あて
の案内通知は行いません。健（検）診の日程、申込方法
など詳しくは「広報こなん」や「保健センターだより」
をご覧ください。 

◆持ち物…献血手帳、身分証明書（運転免許証・健康保険証など） 

実施日 対　　象 

2月18日（金） 

全血16～69歳（65歳
以上の献血について
は64歳までの間に献
血経験のある人） 

献血 

※今回は全血献血（200ml、400ml）のみです。成分献血はあり 
ません。 

時　間・場　所 

◆場所…保健センター　◆持ち物…母子健康手帳、問診票 
予防接種 

平成17年度の健（検）診実施のお知らせ 

　2月4日（金）柑子袋公民館で予定していた女性セッ
ト検診は、都合により中止します。あらかじめご了承
ください。 

「女性セット検診」中止のお知らせ 

平成17年4月1日からBCG接種が変わります！ 
　結核予防法の改正により、市が実施しているツベルクリン反応検査、
ツベルクリン反応判定・BCG接種の時期や方法が変わります。 
◆接種時期 
　出生直後から６カ月未満とお知らせしていましたが、変更も含め検討
中です。 
◆ツベルクリン反応検査の廃止 
　ツベルクリン反応検査をせずにBCG接種を行います。 
 

◆実施方法 
具体的な実施方法については調整中です。 
　今後の「広報こなん」や湖南市ホームページでお知らせします。 
※4歳未満でまだBCG接種を受けていないお子さんは、今年度中に
受けましょう。日程などについては、「広報こなん」や「保健センターだ
より」をご覧いただくか、両保健センターへお問い合わせください。 
■問い合わせ先 
○保健センター　　72－4008  ○石部保健センター　　77－7008

○９：30～11：30 
○12：30～15：30 

　甲西文化ホール前 

2月23日（水） ○生後3カ月～４歳未満 
○ツ反２日後にBCG判定 
　（BCG接種はツ反陰性者） 

13：15 
 

14：30

～
 

種　類 実施日 標準的な接種年齢 受付時間 

ツベルク 
リン反応 

2月25日（金） ＢＣＧ 
接種 

各 種 相 談  



勧請縄吊 
　東寺、西寺への入口にわら縄が吊してあるのをご存じでしょうか。 
　勧請縄吊というこの縄は、村の入口などに道を横切って吊され、悪霊、厄
神の侵入を防ぎ、さらに秋の豊作を祈る意味合いも込められています。広く、
村落繁栄を祈願したものです。 

かん じょう 

湖南市役所 
〒520－3288 
滋賀県湖南市中央一丁目1番地 

URL●http://www.city.konan.shiga.jp

編集・発行 

湖南市の人口 湖南市の人口 

●人　口 

●　男 

●　女 

●世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

56,133 

28,836 

27,297 

20,308

（平成16年12月31日現在） 

滋賀県 

湖南市 

FAX

0748－72－1290（代） 
0748－72－3390

広報 

湖南市 
広報 

平成17年2月1日発行 No.5

編集 
後記 

　1月17日、阪神・淡路大震
災から早や10年を迎えた。
当日のメディアは「震災」一色。
愛する家族や友人を失い、

今もその悲しみを背負いながら懸命に生
きている人々の声に心揺さぶられた人も
多かったのでは。 
　多くの人々の犠牲を払い、震災から学
ばなければならない教訓はあまりにも大
きい。なのに、どこか「わたしの身には起
こらない」と高をくくっていたのはわたし
だけだろうか。かけがえのないものを代
償にして身を持って経験しないと、本当
に分からないとするならば愚かなこと…。 
　「備えあれば憂いなし」。突然襲ってく
る自然の猛威の前に万全はありえないが、
被害を最小限に抑える「減災」の手だて
は可能だ。 
　今月号の特集では「地震対策」を取り
上げた。万が一に備え、日ごろから一人
ひとりができる範囲の対策を講じ、教訓
を生かさなければならないことを肝に銘
じておきたい。 
 あ 

迫力ある獅子舞に大歓声・平松保育園（1/13） 
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